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私
た
ち
新
日
本
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ

彩
の
国
地
域
活
性
化
協
会
の
エ
ン
ジ
ェ
ル
企

業
と
し
て
、
地
域
社
会
を
元
気
に
す
る
“
彩

の
国
マ
ル
シ
ェ
”
と
い
う
地
域
創
生
事
業
を

埼
玉
県
内
外
12
箇
所
で
、
年
間
72
日
間
開
催

し
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

約
１
４
０
０
事
業
者
の
皆
さ
ん
が
丹
精
込

め
て
作
っ
て
い
る
農
産
物
や
フ
ー
ド（
ベ
ー

カ
リ
ー
・
ス
イ
ー
ツ
・
珈
琲
・
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー

な
ど
）、
ハ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
、
子
供
た
ち
を

育
む
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等

を
、
集
客
力
の
あ
る
駅
前
広
場
や
駅
高
架
下
、

商
業
施
設
、
ス
タ
ジ
ア
ム
、
公
園
な
ど
で
展

開
し
て
い
ま
す
。
来
場
者
の
方
々
に
は
、
こ

こ
に
し
か
な
い
美
味
し
さ
と
モ
ノ
と
コ
ト
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
も
の
凄
い
盛
り
上
が

り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
８
年
に
埼
玉
県
北
部
で
の
地
域
共

創
を
目
的
に
活
動
を
開
始
し
た
彩
の
国
マ
ル

　

お
元
気
で
す
か

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す

記
録
的
な
酷
暑
が
続
く
中
で
、

日
々
一
所
懸
命
に
お
仕
事
に
励
む
、
さ
わ
や

か
社
員
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

33
期
さ
わ
や
か
社
員
研
修
会
で
元
気
溌
溂

な
さ
わ
や
か
社
員
さ
ん
と
仕
事
と
人
生
を
語

り
合
い
、
2
時
間
と
い
う
短
い
時
間
で
あ
っ

て
も
一
瞬
で
一
体
感
が
生
ま
れ
、
力
と
勇
気

と
信
念
が
沸
き
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

働
く
こ
と
が
生
き
る
力
そ
の
も
の

楽
し

く
考
働
す
る
職
場
に
し
ま
し
ょ
う

シ
ェ
草
創
期
か
ら
ご
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い

る
Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｍ
Ｙ 

Ｔ
Ｅ
Ａ（
オ
ー
ル
マ
イ

テ
ィ
ー
）の
田
部
井
秀
明
社
長
は
、
奥
さ
ま

が
丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を

世
に
広
め
た
い
と
、
出
店
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。そ
の
美
味
し
さ
が
評
判
と
な
り
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
ｉ
Ｔ
Ｑ
ｉ（
国
際
味
覚
審
査
機
構
）コ

ン
テ
ス
ト
に
出
品
し
、
最
高
金
賞
の
三
ツ
星

を
３
年
連
続
で
受
賞
す
る
快
挙
と
な
り
、
今
、

オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
ー
さ
ん
の
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー

の
味
と
作
り
方
が
世
界
基
準
と
な
っ
て
い
ま

す
。
全
国
に
６
店
舗
の
直
営
店
を
出
店
さ
れ

る
ま
で
に
成
長
さ
れ
た
田
部
井
社
長
は
、
彩

の
国
マ
ル
シ
ェ
１
４
０
０
事
業
者
の
目
標
で

あ
り
、
ス
タ
ー
で
す
。

　

今
回
、
田
部
井
社
長
に
㈱
エ
ス
ト
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
大
塚 

恵
社
長
を
ご
紹

介
し
ま
し
た
。
大
塚
社
長
は
Ａ
Ｕ
Ｘ 

Ｐ
Ａ

Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｓ（
オ
ゥ
パ
ラ
デ
ィ
）と
い
う
女
性

に
大
人
気
の
シ
ョ
ッ
プ（
香
水
と
石
鹸
、ヘ
ー

ゼ
ル
ナ
ッ
ツ
の
お
菓
子
）を
自
社
ブ
ラ
ン
ド

で
ル
ミ
ネ
な
ど
全
国
各
地
の
駅
ビ
ル
で
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
塚
社
長
は
Ｃ
Ｅ
Ｃ
経
営
塾
と
い
う
勉
強

会
で
出
逢
っ
た
素
晴
ら
し
い
経
営
者
で
す
が
、

彼
女
は
東
日
本
大
震
災
で
放
射
能
に
汚
染
さ

れ
た
那
須
高
原
の
２
万
８
０
０
０
坪
の
広
大

な
ガ
ー
デ
ン
を
除
染
覚
悟
で
買
い
取
り
、
物

流
機
能
と
併
せ
て
ガ
ー
デ
ン
オ
ゥ
パ
ラ
デ
ィ

と
し
て
カ
フ
ェ
と
シ
ョ
ッ
プ
を
オ
ー
プ
ン
さ

夢
と
ビ
ジ
ョ
ン
が
持
つ
力

ビ
ジ
ョ
ン
を
地
域
社
会
の
夢
と
力
に

新
日
本
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
　
社
長   

関
根   

一
成

▲第33期さわやか社員研修会で元気溌剌に生涯青春! !
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力
供
給
制
約
の
時
代
に
入
り
ま
し
た（
生
活

維
持
サ
ー
ビ
ス
が
成
り
立
た
な
い
時
代
）。

「
今
後
、
日
本
社
会
が
よ
り
良
い
社
会（
よ
り

多
く
の
国
民
が
そ
れ
ぞ
れ
に
豊
か
に
愉
快
に

暮
ら
し
て
い
け
る
社
会
）と
し
て
持
続
す
る

に
は
、
７
割
を
占
め
る
ロ
ー
カ
ル
経
済
圏
が

豊
か
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

こ
れ
は
よ
り
多
く
の
日
本
人
の
幸
福
や
人

生
の
充
実
度
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
生
産

性
の
向
上
と
消
費
力
の
持
続
性
の
循
環
と
い

う
脈
絡
で
は
、
経
済
の
適
度
な
持
続
成
長
の

条
件
に
も
な
る
。

　

少
な
く
と
も
８
０
０
０
万
人
程
度
へ
の
人

口
減
少
が
所
与
の
な
か
で
、
美
し
い
日
本
の

国
土
を
守
り
、
そ
こ
で
安
全
か
つ
豊
か
に
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
辛
抱
強
く
コ
ン
パ

ク
ト
＆
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
中
核
都
市
と
幹
線

道
路
沿
い
へ
の
集
住
を
進
め
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
ハ
ー
ド
整
備
と
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
サ
イ
バ
ー
技
術
・
デ
ジ
タ
ル
技
術
と
連

動
し
て
効
率
的
に
行
う
こ
と
が
必
須
と
な
る
。

　

�“
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
消
滅　

私
た
ち
は
働

き
方
を
ど
う
変
え
る
べ
き
か
”

冨
山
和
彦
著　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
新
書
」

　

私
た
ち
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
も
今
の

ま
ま
で
は
現
場
が
成
り
立
た
ず
、
当
社
は
労

働
集
約
型
の
ビ
ル
メ
ン
会
社
と
し
て
付
加
価

値
労
働
生
産
性
を
高
め
る
た
め
に
、
清
掃
ロ

ボ
ッ
ト
や
Ｂ
Ｉ
Ｍ
ア
ー
キ
バ
ス（
統
合
ワ
ー

ク
プ
レ
イ
ス
管
理
シ
ス
テ
ム
）に
取
り
組
み
、

せ
、
も
の
凄
い
集
客
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
栃
木
県
茂
木
市
の
皆
さ
ん
か
ら
ぜ

ひ
進
出
し
て
欲
し
い
と
熱
い
ラ
ブ
コ
ー
ル
が

あ
り
、
何
と
５
万
４
０
０
０
坪
の
農
園
を
買

い
取
り
、
ヘ
ー
ゼ
ル
ナ
ッ
ツ
栽
培
と
加
工
場
、

社
宅
と
農
園
カ
フ
ェ
を
２
０
３
０
年
ま
で
に

オ
ー
プ
ン
さ
せ
る
そ
う
で
す
。

　

大
塚
社
長
と
田
部
井
社
長
の
目
指
し
て
い

る
ビ
ジ
ョ
ン
と
扱
っ
て
い
る
商
品
構
成
が
凄

く
マ
ッ
チ
し
て
い
る
と
思
い
、
お
二
人
が
直

接
交
流
す
る
こ
と
で
何
か
新
し
い
価
値
が
生

ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
直
感
し
、
そ
の
通

り
に
な
り
ま
し
た
。

　

以
前
、
大
塚
さ
ん
が
那
須
高
原
の
ガ
ー
デ

ン
オ
ゥ
パ
ラ
デ
ィ
の
夢
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
ご
自

身
で
描
か
れ
た
絵
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、
茂
木
の
農
園
カ
フ
ェ
も
夢
と
ビ
ジ
ョ
ン

を
鮮
明
に
描
く
こ
と
で
、
と
て
つ
も
な
い
力

と
勇
気
と
信
念
と
な
り
、
実
現
す
る
真
理
を

体
感
し
ま
し
た
。

大
塚
さ
ん
は
「
夢
と
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
れ
ば
、

あ
き
ら
め
る
と
い
う
言
葉
が
な
い
」
と
言
わ

れ
、
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
ー
の
田
部
井
社
長
を

勇
気
づ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

２
０
４
０
年
に
生
産
年
齢
人
口
が
１
１
０

０
万
人
減
少
す
る
確
実
な
予
測
が
あ
り
、
日

本
は
本
格
的
な
人
口
減
少
、
構
造
的
な
労
働

徹
底
し
た
機
械
化
・
自
働
化
に
挑
戦
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
約
300
台
の
清
掃
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入

し
て
い
ま
す
が
、
人
・
さ
わ
や
か
社
員
さ
ん

と
、
ロ
ボ
ッ
ト
と
、
防
汚
技
術
を
最
適
に
組

み
合
わ
せ
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
再
設
計
し
、

５
Ｓ
実
践
で
衆
知
を
集
め
た
改
善
活
動
を
進

化
し
な
が
ら
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
日
本
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
本
業
で
あ
る
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
て
付
加

価
値
労
働
生
産
性
を
各
段
に
高
め
、
彩
の
国

マ
ル
シ
ェ
に
よ
る
生
活
の
豊
か
さ
、
楽
し
さ

を
提
供
し
、
集
住
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行

う
こ
と
は
、
地
域
社
会
の
課
題
解
決
に
大
き

く
貢
献
し
、
国
が
進
め
る
「
地
域
イ
ン
フ
ラ

群
再
生
戦
略
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
各
地
域
の
将

来
像
に
基
づ
き
、
複
数
・
広
域
・
他
分
野
の

イ
ン
フ
ラ
を
“
群
”
と
し
て
捉
え
、
総
合
的

か
つ
多
角
的
な
視
点
か
ら
戦
略
的
に
地
域
の

イ
ン
フ
ラ
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
）」

に
真
正
面
か
ら
参
画
で
き
る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
を
持
つ
こ
と
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

千
葉
県
船
橋
市
で
タ
ウ
ン
誌
の
Ｍ
ｙ
Ｆ
ｕ

ｎ
ａ
と
マ
ル
シ
ェ
で
地
域
創
生
事
業
と
し
て

立
派
に
経
営
さ
れ
て
い
る
山
﨑
健
太
朗
社
長

か
ら
素
晴
ら
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し

た
。

「
大
き
な
売
上
を
あ
げ
て
納
税
す
る
こ
と
は

絶
対
に
大
切
な
こ
と
で
す
。
た
く
さ
ん
の
人

を
雇
用
す
る
こ
と
も
経
営
者
の
責
務
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
と
同
じ
く
ら
い
に
、
地
域
を

愛
す
る
人
た
ち
に
地
域
で
の
体
験
や
活
動
の

場
を
提
供
す
る
こ
と
で
自
己
実
現
を
果
た
し

て
も
ら
う
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
。
地
域
を

大
き
な
枠
で
捉
え
て
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
も

経
営
者
に
と
っ
て
必
要
な
仕
事
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

株
式
会
社
ｍ
ｙ
ふ
な
ば
し

　

株
式
会
社
フ
ィ
ッ
ト　

代
表
取
締
役　

山
﨑
健
太
朗
さ
ま
」

　

私
た
ち
の
ビ
ジ
ョ
ン
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
に

集
う
人
々
が
愛
と
笑
顔
に
包
ま
れ
た
、
躍
動

す
る
世
界
の
実
現
」
に
挑
戦
す
る
こ
と
で
、

地
域
社
会
の
夢
と
力
に
な
り
ま
す
。

　

さ
わ
や
か
社
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
生
涯

青
春

で
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
あ
、
共
に
が
ん
ば
ろ
う

ビ
ジ
ョ
ン
を
地
域
社
会
の
夢
と
力
に

▲那須高原の新しい名所となった2万8000坪の
広大なガーデンオゥパラディ。
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東京業務部　部長　山岸　弘忠
　さわやか社員のみなさん、こんにちは。日々のお仕事、ありがとうございます。
　今期もさわやか社員研修会がスタートいたしました。「さわやか社員の基本ルール」をメインに、
今期も安全管理を含めて現場での基本動作、身だしなみ、備品類の取り扱いや鍵に関するルール
等などを５S清流化冊子を用いてみなさんと一緒に再確認をしていきたいと思います。また、この研修会が
さわやか社員さん同志のコミュニケーションの場となり、お互いが現場の改善や働きやすさにつながる情報
交換の場になれば幸いです。

第33期 さわやか社員研修会スタート! !
～働くことが生きる力そのもの！　楽しく考働する職場にしよう！～

５Ｓの骨子

•働く人たちのために
その事業体の仕事は、そこに働く人たちが全てを担っている
働く人が、安全・安心して働きやすい環境を作る

•真理を追究する
すべての目の前の仕事を疑い、真実を追究する
改善のない事業体は、やがて衰退する

 

(= )

締めくくりは“生涯青春! !”

他の事業所の方と
の コ ミ ュ ニ ケ ー
ションは気づきが
沢山! !

●整 理(SEIRI)
要るモノと要らないモノを分け、要らないモノを捨てること

●清 掃(SEISOU）
いつもキレイに保つこと(初期清掃と点検清掃・保全清掃がある）

●整 列(SEIRETU）
要るモノを直角並行にきちんと並べること

●整 頓(SEITON）
必要なモノがすぐに取り出せ、かつすぐに戻せること

●スマイル(SUMAIRU）
ニコニコ・キビキビ・ハキハキと、明るく元気に笑顔で挨拶

●さわやか（SAWAYAKA）
礼儀正しく、感謝の心で、颯爽と、プロとしてのサービスを提供する

■５Sの定義（Sの意味）
新日本ビルサービス(SNB）の５Sは、本質の３S（整理・清掃・整頓）＋SNBの２S

（スマイル・さわやか）です。

研修の教科書
“５S清流化冊子”

参加者全員で
読み合わせを
します! !

５５ＳＳのの効効果果

① 安全性向上
② 品質向上
③ 生産性向上
④ 在庫の削減
⑤ 予防保全
⑥ スペースの確保
⑦ 職場環境が磨かれる
⑧ よく見える職場になる
⑨ 仕事が楽しくなる
⑩ 職場のコミュニケーションが良くなる
・・・etc.

活発な意見交換で
切磋琢磨します。
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◦�５Sの整理・清掃・整列・整頓は、自分の生活でも役立つと思いました。社長と初めてお会いして楽
しく研修させていただきました。参加してよかったです。

◦�他の現場の方々とコミュニケーションが取れてとても良かったです。改めて清掃の重要性や必要性も
再認識しました。社長さんの元気さ、パワフルさに感動！

◦�今のままで素晴らしい会社と思っておりますし、“誇り”に思い“自慢”も出来ます。働かせていた
だいている事、毎日、毎日が大切な時間と想い、頑張っております。感謝しています。

◦�他の事業所の方と交流ができて良かったです。もっとお話がしたかったです。今回は働くことの意義
について学びました。早くお掃除ロボットを導入して欲しいです。

◦�日々、単純に仕事を真面目に、ていねいにする事を心掛けていましたが、今回の研修会で“場を清め
る”、“礼を正す”という意識を強く持ち、仕事をさせていただけることに感謝して、頑張っていきた
いと思いました。

◦�“働くことが生きる力そのもの”ということは、私も働くことをライフワークと考えて、ずっと仕事
をしてきました。これからも長く働いていきたいと思います。

永年勤続表彰
　勤続５年ごとの永年勤続表彰。今回は総勢158名のさわやか社員の皆さんが対象となりました! !
　掲載できなかった対象の皆さんもありがとうございます! !
　これからも表彰目指して生涯青春しましょう! !

研修に参加された皆さんの感想をご紹介いたします。

埼玉本社

東京本部

横浜支店

▲永年勤続5年　木場美津子さん

▲永年勤続5年　久下佳代さん

▲永年勤続20年　細田澄子さん

▼永年勤続5年　中太節子さん

▼永年勤続10年　生越孝子さん

▼永年勤続15年　岩壁ロキンナンさん

▼永年勤続20年
　塩野信子さん

▼永年勤続5年
　吉江光代さん

▼永年勤続5年
　キン ミョーテッさん
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芝
浦
工
業
大
学　

大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
様

101

　

芝
浦
工
業
大
学
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス

事
業
所
は
２
０
２
５
年
４
月
１
日
か

ら
清
掃
業
務
が
ス
タ
ー
ト
し
た
大
型

事
業
所
で
す
。
管
理
会
社
で
あ
る
株

式
会
社
エ
ス
ア
イ
テ
ッ
ク
様
よ
り
ご

委
託
賜
り
ま
し
た
。
芝
浦
工
業
大
学

は
２
０
２
７
年
で
100
周
年
、
大
宮

キ
ャ
ン
パ
ス
も
来
年
で
60
周
年
を
迎

え
る
伝
統
校
で
す
。

　

エ
ス
ア
イ
テ
ッ
ク
の
山
田
所
長
、

穴
澤
課
長
か
ら
は
日
々
厳
し
く
も
優

し
く
ご
指
導
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
少
し
ず
つ
落
ち
着
い
て
き
て

お
り
ま
す
が
、
ス
タ
ー
ト
当
初
は
私

自
身
が
不
安
に
感
じ
る
な
か
、
お
二

人
に
は
凄
く
励
ま
さ
れ
本
当
に
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
学
管
理
課
の
皆
様
に
は

弊
社
の
取
り
組
み
を
好
意
的
に
受
け

止
め
て
く
れ
、
６
月
か
ら
清
掃
ロ

ボ
ッ
ト
の
試
験
導
入
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
場
で
清
掃
を
行
う
「
さ
わ
や
か

社
員
」
は
前
清
掃
会
社
か
ら
移
籍
さ

れ
た
方
々
も
含
め
総
勢
37
名
と
な
り
、

責
任
感
の
あ
る
心
強
い
メ
ン
バ
ー
が

揃
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
至
ら
な
い
点
ば
か
り
で

す
が
、
さ
わ
や
か
社
員
と
と
も
に
芝

浦
工
業
大
学
様
、
エ
ス
ア
イ
テ
ッ
ク

様
に
「
新
日
本
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
に
切

り
替
え
て
良
か
っ
た
。」
と
言
っ
て

い
た
だ
け
る
現
場
づ
く
り
に
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。 埼

玉
事
業
部　
　

 

田
口　

大
悟

〒337-8570　埼玉県さいたま市見沼区深作307　JR宇都宮線「東大宮駅」スクールバス5分　徒歩20分

▲学生の憩いの場
　芝生広場。

■新校舎概要
スポーツ工学
各種研究施設
新体育館
e-スポーツスタジオ
地域健康増進センター

▼100周年に向けて2026年4月に新校舎は供用開始（7階建 延床面積2万1664㎡）
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芝
浦
工
業
大
学
は

１
９
２
７
年
に
創
立

者
有
元
史
郎
が
開
設

し
た
学
校
で
「
世
界
に
学
び
世
界
に
貢
献
す

る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
」
を
建
学
の
精

神
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
大
学
に
つ
い
て
は
東
京
の
豊
洲
に

あ
り
ま
す
「
豊
洲
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
新
日
本

ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
様
の
本
社
近
隣
に

あ
り
ま
す
「
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
」
が
ご
ざ
い

ま
す
。

　

２
０
２
５
年
4
月
よ
り
清
掃
業
務
で
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
従
前
に
増
し
て

構
内
が
明
る
く
綺
麗
に
な
っ
た
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
大
変
情
熱
的
な
関
根
社
長
様

よ
り
、
日
々
さ
ま
ざ
ま
な
ご
提
案
を
い
た
だ

き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
そ
の
中
の

一
つ
で
あ
り
ま
す
ロ
ボ
ッ
ト
掃
除
機
の
試
験

運
用
な
ど
も
、
今
後
の
発
展
的
な
展
開
が
楽

し
み
で
す
。

　

今
後
は
清
掃
業
務
に
関
わ
ら
ず
、
本
学
教

員
と
の
連
携
活
動
な
ど
産
学
連
携
さ
せ
て
い

た
だ
け
る
こ
と
は
両
者
に
と
っ
て
か
け
が
え

の
な
い
財
産
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
末
永
く
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築

い
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

弊
社
は
芝
浦
工
業
大
学
の
教
育
と
研
究
の
発
展
途
上
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
為
に
、
学
校
法
人
芝
浦
工
業
大
学
と
父
母

会（
後
援
会
）、
卒
業
生（
校
友
会
）が
資
金
を
出
資
し
て
設

立
さ
れ
た
会
社
で
す
。

　

当
大
宮
管
理
事
務
所
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の
円
滑
な
運
用
と
安
心
・
安
全
・
快
適
な

環
境
提
供
を
目
指
し
て
、
設
備
保
守
・
警
備
・
清
掃
・
学
バ
ス
運
行
・
植
栽
管
理

そ
の
他
の
一
元
管
理
に
よ
り
、
品
質
の
向
上
と
効
率
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
貴
社
と
新
た
な
ご
縁
を
戴
き
ま
し
て
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
戴
く
事

と
な
り
ま
し
た
。
本
社
と
キ
ャ
ン
パ
ス
が
近
い
事
も
あ
り
大
変
身
近
に
感
じ
る
事

と
本
社
支
援
体
制
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
、
情
熱
的
な
関
根
社
長
様
以
下
積
極
的

な
ご
提
案
を
戴
い
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
従
業
員
の
方
々
を
大
切
に
さ
れ

て
い
る
姿
勢
を
見
て
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
戴
い
た
事
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
は
主
要
建
物
16
棟
及
び
そ
の
他
施
設
と
自
然
に
囲
ま
れ
、
学

生
・
教
職
員
他
併
せ
て
約
５
０
０
０
人
が
通
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
施
設
管
理
業
務

の
中
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
清
掃
業
務
は
、
授
業
や
様
々
な
活
動
に
よ
り
受

け
る
時
間
の
制
約
や
、
季
節
に
よ
り
日
々
変
わ
る
外
部
環
境
及
び
学
生
教
職
員
の

活
動
や
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
対
応
な
ど
数
々
の
対
応
を
す
る
事
と
な
り
、
目
に
見
え

ぬ
ご
苦
労
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
在
籍
37
名
の
方
々
に
て
清
潔
で
快
適
な
環
境

を
提
供
す
べ
く
頑
張
っ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
お
か
げ
様
で
綺
麗
な
キ
ャ
ン
パ
ス

で
あ
る
と
外
部
か
ら
高
評
価
を
戴
い
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
効
率
的
な
業
務
の
為
に
清
掃
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
に
関
し
て
も
積
極
的
に
ご

提
案
を
戴
い
て
お
り
、
ま
た
、
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
今
後
継
続
し
て
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
７
年
の
大
学
創
立
100
周
年
を
控
え
現
在
建
設
中
の
新
棟
運
用
が
来
春
よ

り
始
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
後
段
階
的
に
施
設
の
改
編
が
進
む
こ
と
も
あ
り
、

更
に
清
掃
業
務
範
囲
が
拡
大
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
は
互
い
に
信
頼
関
係
を
深
め
な
が
ら
、
良
好
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築

い
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
貴
社
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
末
永
い
お
付
き
合
い
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

学
校
法
人
芝
浦
工
業
大
学

　

大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス

株
式
会
社
エ
ス
ア
イ
テ
ッ
ク　

施
設
管
理
部

管
理
部
管
理
課　
　
　

芝
田　

真
澄 

様

大
宮
管
理
事
務
所
所
長　

山
田
サ
ト
シ 

様

▶
さ
わ
や
か
社
員
で
定
期

清
掃
も
実
施
。

　

左
か
ら
古
口
和
夫
さ
ん
、

倉
持
栄
二
さ
ん
、
菅
谷

泰
孝
さ
ん
。

◀
技
能
実
習
生
３
名
も

活
躍
。

　

左
か
ら
シ
ュ
ン
さ
ん
、

シ
ュ
エ
さ
ん
、

　

エ
イ
ン
さ
ん
。

▲現場の主力メンバー
たち。

◀外回りも綺麗にブロ
アーを掛ける須貝浩司
さん。

◀
掃
除
機
は
バ
ッ
テ

リ
ー
式
で
統
一
。

　

カ
ー
ペ
ッ
ト
ス
イ
ー

パ
ー
を
掛
け
る
菅
野

正
子
さ
ん
。

◀
大
量
の
ゴ
ミ
も
軽
ト

ラ
で
運
搬
す
る
澁
谷

充
政
さ
ん
。
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せ
ん
ど
う　

ち
は
ら
台
店
様

101

　

皆
様
こ
ん
に
ち
は

　

２
０
２
５
年
2
月
1
日
よ
り
日
常
・
定
期
清
掃
業
務
を
お
任
せ

い
た
だ
い
て
い
る
、
せ
ん
ど
う
ち
は
ら
台
店
さ
ま
を
紹
介
し
ま
す
。

　

株
式
会
社
せ
ん
ど
う
さ
ま
は
昭
和
44
年
に
設
立
さ
れ
、
ち
は
ら

台
店
は
4
番
目
に
開
店
し
た
店
舗
で
す
。

　

ち
は
ら
台
は
千
葉
市
と
市
原
市
の
両
市
に
ま
た
が
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
か
ら
一
字
ず
つ
取
っ
て
「
千
原
台
」

と
な
っ
た
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
せ
ん
ど
う
ち
は
ら
台
店
さ
ま
は
立
地

し
て
い
ま
す
。

　

現
場
は
4
名
在
籍
の
さ
わ
や
か
社
員
の
皆
さ
ん
が
朝
5
時
か
ら

8
時
ま
で
の
3
時
間
で
の
作
業
で
店
舗
内
床
清
掃
を
中
心
に
作
業

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

80
代
の
方
か
ら
10
代
の
方
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
で
皆
さ
ん
元
気
に

作
業
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
客
様
に
快
適
な
環
境
を
ご
提
供
で
き
る
様
、
皆
で

日
々
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

皆
様
、
お
近
く
に
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

東
京
業
務
部
第
二
課　

川
瀬　

良
和

〒290-0142　千葉県市原市ちはら台南6-1-11　TEL：0436-52-1177　営業時間　9：30～21：00

▲品揃え豊富なフレッシュミート売り場。

▶
新鮮な青果売り場も所狭しと様々な
旬の商品が並びます。

▼セルフレジの導入でお客様の利便性を高めて
います。
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▲左：柿尾 鉄雄さん　右：新野 奏心さん ▲左：福島 章さん　右：宗形 喜廣さん

　

当
店
は
千
葉
県
市
原
市
ち
は
ら
台

南
に
あ
り
、
約
２
０
０
０
㎡
の
面
積
と
せ
ん
ど
う
店
舗
の
中

で
も
大
型
店
の
部
類
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
元
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
平
成
18
年
12
月
に
現
在

の
店
舗
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

新
日
本
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
様
と
は
今
ま
で
グ
リ
ス

ト
ラ
ッ
プ
清
掃
で
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、
今
年
の
２
月
か

ら
日
常
・
定
期
清
掃
業
務
も
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

早
朝
か
ら
の
清
掃
業
務
で
あ
り
ま
す
が
、
さ
わ
や
か
社
員

の
皆
様
に
は
元
気
よ
く
対
応
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
も
お
近
く
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
際
に
は
ぜ
ひ
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

せ
ん
ど
う　

ち
は
ら
台
店

店
長　

東
條　
　

功 

様

▲自動洗浄機を使用して床を綺麗にし
ていきます。

▲外回りもモップで綺麗に仕上げ
ます。

４人とも早朝からがんばっています! !

▼自動洗浄機での清掃の後、
モップで汚れが落ちていない
ところを仕上げます。

▲▼�ガラスもトイレもピカピカに
磨き上げます。
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生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
み
ら
い　

コ
ー
プ
か
す
か
べ
東
店
様

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

　

今
回
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
コ
ー
プ

み
ら
い
の
コ
ー
プ
か
す
か
べ
東
店
様
で
す
。

　

コ
ー
プ
か
す
か
べ
東
店
様
は
春
日
部
駅
か

ら
徒
歩
7
分
の
所
に
あ
り
、
コ
ー
プ
か
す
か

べ
テ
ラ
ス
1
階
に
6
月
10
日
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　

弊
社
で
は
こ
の
度
日
常
清
掃
、
定
期
清
掃

を
中
心
に
業
務
を
承
り
、各
部
門
連
携
を
取
り

な
が
ら
管
理
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

日
常
清
掃
で
は
午
前
2
名
・
午
後
2
名
体

制
で
、
コ
ー
プ
様
店
舗
内

や
共
用
部
の
ト
イ
レ
や
廊

下
な
ど
を
清
掃
し
て
お
り
、

定
期
清
掃
で
は
床
清
掃
を

は
じ
め
、
ガ
ラ
ス
清
掃
や

フ
ィ
ル
タ
ー
清
掃
等
も

行
っ
て
お
り
、
日
常
清
掃

と
定
期
清
掃
を
確
実
に
進

め
て
い
く
事
で
、
来
店
さ

れ
る
お
客
様
や
従
業
員
の

皆
様
に
快
適
な
環
境
を
お

届
け
出
来
る
よ
う
日
々
業

務
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

コ
ー
プ
か
す
か
べ
テ
ラ

ス
に
は
、
コ
ー
プ
か
す
か

べ
東
店
様
以
外
に
も
飲
食

店
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ

ブ
、
美
容
室
等
の
テ
ナ
ン

ト
様
も
入
っ
て
お
り
、
毎

日
多
く
の
お
客
様
で
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

是
非
ご
来
店
下
さ
い

101

コープかすかべテラス
〒344-0062　埼玉県春日部市粕壁東1-20-30

▲焼きたてのベーカリーコーナー。

◀どれにしようか迷うほど種類豊富な
お総菜コーナー。

Ｆ
Ｍ
営
業
部
Ｆ
Ｍ
第
一
営
業
課 

足
助　

貴
秀

▶
旬
の
果
物
が
揃
っ
て
い
ま
す
！

　

青
果
コ
ー
ナ
ー
。

東武線「春日部」駅徒歩７分。
地域の暮らしを豊かにするにぎわいを創出します。
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▶
洗面台の水はねもしっかり
拭き上げます。

◀
皆で協力して館内を
ピカピカにします！
左：柴田眞由美さん
右：笹本勝美さん

◀
階段清掃中。

　

コ
ー
プ
か
す
か
べ
東
店
は
、
埼
玉
県
春
日
部
市
中
心
の
春
日
部
駅
東
口
よ
り
徒
歩
7
分

の
場
所
に
位
置
す
る
500
坪
タ
イ
プ
の
食
品
ス
ー
パ
ー
マ
ケ
ッ
ト
で
す
。
２
０
２
５
年
6
月

10
日
に
商
業
施
設
コ
ー
プ
か
す
か
べ
テ
ラ
ス
の
１
F
に
オ
ー
プ
ン
致
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
プ
か
す
か
べ
テ
ラ
ス
は
、
当
店
を
含
む
、
医
療
・
調
剤
、
飲
食
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
な
ど

の
テ
ナ
ン
ト
を
配
置
し
た
利
便
性
の
高
い
施
設
と
な
っ
て
お
り
、
労
働
総
合
庁
舎
と
し
て
春
日
部
労
働
基
準
監
督

署
と
春
日
部
公
共
職
業
安
定
所
が
入
所
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
新
日
本
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
様
と
、
今
回
初
め
て
お
付
き
合
い
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
１
Ｆ
の

店
内
施
設
の
清
掃
や
、
２
Ｆ
・
３
Ｆ
の
共
有
施
設
内
の
清
掃
を
、
毎
日
と
て
も
丁
寧
に
、
綺
麗
に
行
っ
て
下
さ
り
、

お
客
様
か
ら
の
お
声
を
届
け
て
下
さ
っ
た
り
、お
客
様
目
線
で
ち
ょ
っ
と
し
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
下
さ
っ
た
り
、日
々

と
て
も
助
か
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
挨
拶
や
気
遣
い
が
素
晴
ら
し
く
、「
私
た
ち
も
負
け
て
い
ら
れ
な
い
」
と

思
う
ほ
ど
で
す
。
今
で
は
、
コ
ー
プ
か
す
か
べ
テ
ラ
ス
に
欠
か
す
事
の
で
き
な
い
存
在
と
し
て
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
株
式
会
社
コ
ー
プ
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
は
、
コ
ー
プ
デ
リ
生
活
協
同
組

合
連
合
会
の
グ
ル
ー
プ
会
社
と
し
て
、
多
く
の
お
取
引
様
の
ご
協
力
・
ご
尽
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
内
の
各
事
業
所
・
施
設
で
の
衛
生
関
連
業
務
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
日
本
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
様
に
は
、
コ
ー
プ
デ
リ
連
合
会（
さ
い
た
ま
市
南
区
）の
新
本
部
棟
の
定
期
清
掃
業
務
と

コ
ー
プ
デ
リ
商
品
検
査
セ
ン
タ
ー（
さ
い
た
ま
市
北
区
）の
日
常
清
掃
業
務
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
こ

の
た
び
、
グ
ル
ー
プ
の
生
協
の
ひ
と
つ
で
あ
る
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
み
ら
い
で
新
規
開
店
し
ま
し
た
コ
ー
プ
か

す
か
べ
東
店
で
も
、
日
常
・
定
期
清
掃
を
お
願
い
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
日
本
ビ
ル
サ
ー
ビ

ス
様
に
は
、
初
め
て
の
店
舗
で
の
清
掃
作
業
の
お
願
い
と
な
り
ま
す
。

　

開
店
初
日
に
御
社
の
清
掃
員
の
皆
さ
ま
に
お
会
い
し
ま
し
た
が
、
ど
の
方
も
テ
キ
パ
キ
と
作
業
に
取
り
組
む
姿

を
拝
見
し
、
こ
の
お
店
の
清
掃
業
務
を
御
社
に
お
任
せ
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

同
店
舗
の
職
員
か
ら
も
、「
新
日
本
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
様
に
は
、
店
舗
の
隅
々
ま
で
行
き
届
い
た
清
掃
を
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
」
と
、
大
変
、
満
足
し
て
い
る
と
の
声
が
弊
社
に
も
届
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
弊
社
を
含
む
コ
ー
プ
デ
リ
グ
ル
ー
プ
の
良
き
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
様
々
な
業
務
で
の

お
力
添
え
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
み
ら
い　

コ
ー
プ
か
す
か
べ
東
店

株
式
会
社
コ
ー
プ
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト

店
長　

横よ
こ

川か
わ　

嘉か

信し
ん 

様

事
業
第
二
課　

松ま
つ

本も
と　

英ひ
で

利と
し 

様

▶
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
の
様

子
。
横
川
店
長
の
ス
ピ
ー
チ

で
す
！

◀
オ
ー
プ
ン
と
同
時
に
多
く
の

お
客
様
に
ご
来
店
い
た
だ
き

ま
し
た
。
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―　

花
岡
会
長
の
生
い
立
ち
、
学
生
時
代
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
、
大
き
く
影
響
を
受
け
た
こ
と

や
転
機
と
な
っ
た
こ
と
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ

い
。
―

　

私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
横
浜
で
、
親
戚
一

同
が
医
師
と
い
う
医
療
家
系
に
育
ち
ま
し
た
。

　

特
に
祖
父
に
は
大
変
可
愛
が
っ
て
も
ら
い
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
子
で
、
物
心
つ
い
た
3
歳
の

頃
に
は
、
将
来
は
医
師
以
外
の
職
業
を
考
え

た
こ
と
が
無
い
よ
う
な
子
供
で
し
た
。
祖
父

は
四
国
の
愛
媛
県
新
居
浜
市
で
開
業
し
て
お

り
、
夏
休
み
な
ど
に
遊
び
に
行
く
と
、
常
に

患
者
さ
ん
の
た
め
に
駆
け
回
っ
て
い
る
姿
を

間
近
で
見
て
い
ま
し
た
。
敷
地
内
に
診
療
所

が
あ
り
、
患
者
さ
ん
に
呼
ば
れ
れ
ば
す
ぐ
に

駆
け
つ
け
る
、
そ
の
姿
が
私
に
と
っ
て
「
働

く
」
と
い
う
こ
と
の
原
風
景
で
し
た
。

　

祖
父
は
自
分
の
体
調
が
優
れ
な
い
中
で
も
、

患
者
さ
ん
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
ま
し
た
。

私
が
6
歳
に
な
っ
た
ま
さ
に
そ
の
誕
生
日
に
、

祖
父
は
亡
く
な
っ
た
の
で
す
が
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
子
だ
っ
た
私
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
非

常
に
衝
撃
的
な
出
来
事
で
あ
る
と
同
時
に
、

祖
父
か
ら
バ
ト
ン
を
渡
さ
れ
た
よ
う
な
感
覚

を
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
の
経
験
が
、

医
師
を
目
指
す
と
い
う
思
い
を
一
層
強
く
し

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

父
も
ま
た
、
仕
事
一
筋
の
人
間
で
、
小
学

生
の
頃
、
夜
11
時
頃
に
終
わ
る
塾
の
帰
り
に

父
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
寄
り
、
一
緒
に
車
で
帰

宅
す
る
の
が
唯
一
会
え
る
時
間
で
し
た
。
家

族
旅
行
の
記
憶
も
な
く
、
高
校
生
に
な
っ
て

よ
う
や
く
一
緒
に
外
食
を
し
た
く
ら
い
で
す
。

で
も
、
そ
れ
が
当
た
り
前
の
日
常
で
し
た
。

　

一
方
で
、
両
親
は
四
国
の
出
身
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、「
女
の
子
は
仕
事
を
す
る
も
の

で
は
な
く
、
一
歩
下
が
っ
て
家
庭
を
守
る
も

の
だ
」
と
い
う
考
え
が
非
常
に
強
い
家
庭
で

し
た
。
成
長
す
る
に
つ
れ
て
、
独
立
心
が
強

く
好
奇
心
旺
盛
だ
っ
た
私
は
そ
の
考
え
に
反

発
し
、「
自
分
で
稼
い
で
家
を
出
て
独
立
す

る
し
か
な
い
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
両
親
に
内
緒
で
ア
ル
バ
イ
ト
に
明
け
暮

れ
、家
出
を
し
て
は
捜
索
さ
れ
る
よ
う
な
、心

配
ば
か
り
か
け
る
子
供
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

中
学
か
ら
は
私
立
の
女
子
校
に
通
い
ま
し

た
が
、
男
子
と
殴
り
合
い
を
す
る
よ
う
な
活

発
な
性
格
だ
っ
た
た
め
、
女
子
だ
け
の
環
境

は
性
に
合
わ
ず
、
鬱う

っ

憤ぷ
ん

が
溜
ま
る
一
方
で
し

た
。
高
校
時
代
も
、
海
外
留
学
の
夢
を
「
女

の
子
だ
か
ら
危
な
い
」
と
反
対
さ
れ
、「
な

ら
ば
自
力
で
お
金
を
貯
め
て
行
こ
う
」
と
決

意
し
て
い
ま
し
た
。
と
に
か
く
、
意
義
の
あ

る
生
き
方
を
見
出
し
た
い
と
強
く
思
っ
て
い

ま
し
た
。

―　

お
父
上
が
設
立
さ
れ
た
厚
済
会
に
入
ら

れ
た
経
緯
と
、
入
職
さ
れ
た
当
時
の
経
営
状

況
に
つ
い
て
、
多
く
の
反
発
が
あ
っ
て
も
逃

げ
ず
に
真
正
面
か
ら
伝
え
続
け
た
強
い
信
念

は
ど
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
の
か
を
お
聴
か

せ
く
だ
さ
い
。
―

　

医
師
に
な
る
こ
と
以
外
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
も
の
の
、
看
護
大
学
や
社
会
福
祉
の
道
も

経
験
し
ま
し
た
が
、
ど
れ
も
し
っ
く
り
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
家
に
い
て
は
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
は
実
現
で
き
な
い
と
考
え
、
両

親
の
目
の
届
か
な
い
遠
い
場
所
へ
行
こ
う
と
、

静
岡
県
浜
松
市
の
大
学
へ
進
学
し
ま
し
た
。

大
学
卒
業
後
、
教
授
の
推
薦
で
伊
豆
に
あ
る

某
大
学
大
学
病
院
の
地
域
連
携
室
立
ち
上
げ

に
携
わ
る
話
が
あ
り
、
そ
こ
で
お
金
を
貯
め

よ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
そ
の
矢
先
、
ま
た
し
て
も
私
の

誕
生
日
に
、
今
度
は
父
が
心
肺
停
止
で
倒
れ

ま
し
た
。
そ
の
時
ま
で
、
親
不
孝
を
重
ね
、

一
刻
も
早
く
こ
の
家
か
ら
解
放
さ
れ
た
い
と

さ
え
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
祖
父
の
死
を

彷ほ
う

彿ふ
つ

と
さ
せ
る
出
来
事
に
、
や
は
り
家
族
が

一
番
大
事
な
の
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。
幸
い

父
は
一
命
を
取
り
留
め
、
回
復
し
て
き
た
頃
、

「
一
年
だ
け
で
い
い
か
ら
、
そ
ば
に
い
て
一

緒
に
働
い
て
ほ
し
い
」
と
頼
ま
れ
ま
し
た
。

や
は
り
心
配
で
も
あ
り
ま
し
た
し
、
そ
ば
に

い
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
、
そ
の
言
葉

を
受
け
入
れ
て
厚
済
会
に
入
職
す
る
こ
と
を

決
意
し
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
経
緯
で
入
職
し
た
も
の
の
、
父

が
私
に
期
待
し
て
い
た
の
は
、
後
継
者
と
し

て
の
働
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

た
め
、
入
職
か
ら
10
年
ほ
ど
は
ず
っ
と
平
社

員
の
ま
ま
で
、
最
初
の
配
属
は
外
来
の
看
護

師
で
し
た
。
周
り
か
ら
見
れ
ば
、
跡
を
継
ぐ

第
66
回
さ
わ
や
か
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　
　
　

令
和　

年　

月　

日

7

7

29

（火）

温
か
く
誠
実
な
チ
ー
ム
医
療
を
通
じ
て

　

地
域
生
活
者
の
健
康
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
！

は
な
お
か
か　

な　

こ

医
療
法
人
社
団  

厚
済
会　

会
長　

花
岡
加
那
子　
様

■2 

厚
済
会
入
職
の
経
緯
と
当
時
の

経
営
状
況
に
つ
い
て

■1 

生
い
立
ち
と
転
機

▲原動力は医師であった祖父。
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き
い
で
す
。
彼
ら
が
患
者
さ
ん
へ
真
摯
に
向

き
合
う
姿
を
間
近
で
見
て
育
ち
、
人
の
た
め

に
尽
く
す
こ
と
の
尊
さ
を
肌
で
感
じ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
が
、
自
分
に
と
っ
て
の
「
生
き

る
道
」で
あ
り
、「
生
き
た
証
」な
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。「
た
だ
何
と
な
く
生
き
て
死
ぬ

の
は
絶
対
に
嫌
だ
」「
世
の
中
や
人
の
役
に

立
っ
て
死
に
た
い
」
と
い
う
思
い
が
、
常
に

心
の
中
心
に
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
医
師
に
な
る
こ
と
を
反
対
さ
れ
続

け
た
こ
と
で
、「
医
療
は
こ
う
あ
る
べ
き
だ
」

と
い
う
理
想
像
や
渇
望
が
、
人
一
倍
強
く

な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
強

烈
な
「
あ
る
べ
き
論
」
が
、
様
々
な
圧
力
に

屈
し
な
い
原
動
力
に
な
っ
て
い
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
経
営
品
質
を
学
び
な
が
ら
、
最
近

よ
う
や
く
、「
あ
る
べ
き
」
で
は
な
く
私
達
が

あ
り
た
い
と
願
う
想
い
を
語
り
合
い
育
む
こ

わ
け
で
も
な
い
の
に
、
何
か
と
口
を
出
し
て

く
る
厄
介
な
存
在
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
組
織
が
大
き
く
な
る
中
で
そ
の

理
念
は
薄
れ
、
医
療
安
全
が
自
分
た
ち
を
守

る
言
い
訳
に
変
化
し
て
い
る
態
度
や
姿
勢
が

目
に
余
り
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
か
ら
の
ク

レ
ー
ム
に
対
し
、「
う
る
さ
い
患
者
だ
」
と

捉
え
る
職
員
も
少
な
く
な
く
、
私
は
い
て
も

た
っ
て
も
い
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
の
一
職
員
が
「
何
を
考
え
て
い
る
の

で
す
か
」
と
意
見
し
て
も
、
そ
れ
は
批
判
と

し
か
受
け
取
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
ま
ず
、

患
者
さ
ん
の
こ
と
を
少
し
で
も
理
解
し
て
も

ら
お
う
と
、
入
職
後
す
ぐ
に
「
地
域
連
携
室
」

を
勝
手
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
今
思
え
ば
生

意
気
な
若
者
で
し
た
が
、
患
者
さ
ん
の
ご
自

宅
や
介
護
施
設
な
ど
を
訪
問
し
、
そ
の
生
活

環
境
を
見
る
こ
と
で
、
医
療
者
と
し
て
の
本

来
の
優
し
い
気
持
ち
を
思
い
出
せ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
た
の
で
す
。

　

時
間
を
見
つ
け
て
は
様
々
な
部
署
を
回
り
、

「
あ
そ
こ
は
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
見

て
回
る
私
は
、
相
当
煙
た
い
存
在
だ
っ
た
で

し
ょ
う
。
患
者
さ
ん
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
対
応

も
「
や
る
な
ら
お
前
が
や
れ
」
と
全
て
私
に

回
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
一
つ
ひ
と
つ

対
応
し
、
患
者
さ
ん
の
声
を
ス
タ
ッ
フ
と
共

有
し
て
い
く
う
ち
に
、
次
第
に
「
こ
の
子
は

少
し
使
え
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
、
ス
タ
ッ

フ
側
か
ら
の
要
望
も
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
組
織
全
体
の
改
革
は
困
難
を
極

め
ま
し
た
。
院
長
た
ち
に
改
善
を
訴
え
て
も

「
現
場
も
知
ら
な
い
く
せ
に
口
を
出
す
な
」

と
門
前
払
い
で
す
。
父
に
相
談
し
て
も
「
お

前
に
そ
ん
な
こ
と
は
望
ん
で
い
な
い
。
み
ん

な
頑
張
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
首
を
突
っ
込
む

な
」
と
突
き
放
さ
れ
る
始
末
で
し
た
。

　

経
営
を
学
ん
だ
こ
と
も
な
く
、
た
だ
理
想

を
叫
ぶ
だ
け
だ
っ
た
自
分
は
、
今
思
え
ば
未

熟
だ
っ
た
と
反
省
し
て
い
ま
す
。
既
存
の
組

織
を
変
え
る
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
し
、
そ

れ
な
ら
ば
「
コ
ン
セ
プ
ト
を
明
確
に
し
た
新

し
い
病
院
を
一
か
ら
立
ち
上
げ
れ
ば
、
理
想

の
医
療
を
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
折
し
も
15
年

ほ
ど
前
、
横
浜
市
で
病
床
整
備
の
計
画
が
あ

り
、
私
は
独
断
で
病
院
立
ち
上
げ
に
向
け
て

動
き
始
め
ま
し
た
。

　

当
然
、
院
長
た
ち
か
ら
は
大
反
対
さ
れ
ま

し
た
が
、
6
年
も
の
歳
月
を
か
け
て
説
得
を

続
け
、
最
後
は
「
こ
れ
が
実
現
で
き
な
い
の

な
ら
、
こ
こ
に
未
来
は
な
い
の
で
辞
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
半
ば
脅
す
よ
う
な
形

で
、
よ
う
や
く
了
承
を
得
て
、
現
在
の
横
浜

じ
ん
せ
い
病
院
を
立
ち
上
げ
る
に
至
っ
た
の

で
す
。

　

こ
の
間
、
組
織
の
作
り
方
や
経
営
に
つ
い

て
学
ぶ
必
要
性
を
痛
感
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ク
ー
ル
に
通
い
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
出

会
っ
た
の
が
、「
経
営
品
質
」
の
考
え
方
で
す
。

２
０
０
５
年
日
本
経
営
品
質
賞
を
受
賞
さ
れ

た
望
月
広
愛
教
授
よ
り
顧
客
価
値
経
営
に
つ

い
て
学
び
、こ
の
考
え
方
を
自
組
織
に
導
入
す

れ
ば
組
織
改
革
に
繋
が
る
と
直
感
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
７
年
か
ら
、
各
部
署
の
責
任
者
を

集
め
、
研
修
と
い
う
名
目
で
毎
月
1
回
、
対

話
の
場
を
設
け
ま
し
た
。「
素
晴
ら
し
い
組

織
と
は
何
か
」「
自
分
が
患
者
な
ら
ど
ん
な

病
院
に
行
き
た
い
か
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で

議
論
を
重
ね
る
う
ち
、
皆
の
視
点
が
徐
々
に

患
者
さ
ん
、
つ
ま
り
顧
客
の
視
点
へ
と
変

わ
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。
い
く
ら
指
導
的
に

「
こ
う
す
べ
き
だ
」
と
言
っ
て
も
、
人
の
心

に
は
響
き
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち
で
考
え
、
対

話
し
、
心
か
ら
「
そ
う
し
た
い
」
と
腹
落
ち

し
て
初
め
て
、
組
織
は
変
わ
っ
て
い
く
の
だ

と
、
数
々
の
失
敗
を
通
じ
て
学
び
ま
し
た
。

　

な
ぜ
そ
こ
ま
で
信
念
を
貫
け
た
の
か
と
問

わ
れ
れ
ば
、
や
は
り
祖
父
や
父
の
存
在
が
大

▲花岡会長を支える、鎮
しず

目
め

事務長（中央）、貝澤部長（左）

▲花岡会長が厚済会に入職されてから17年間の歴
史に聴き入ります。

　（左から関根取締役、関根社長、中山支店長、山下
主任）
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と
が
一
番
大
切
で
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

―　

２
０
２
３
年
度
日
本
経
営
品
質
賞
推
進

賞
で
評
価
さ
れ
た
３
つ
の
顧
客
価
値
提
供
に

つ
い
て
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。
―

　

２
０
２
３
年
度
の
日
本
経
営
品
質
賞
で
評

価
さ
れ
た
3
つ
の
価
値
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら

は
経
営
品
質
活
動
の
中
で
磨
か
れ
た
も
の
も

あ
れ
ば
、
元
々
取
り
組
ん
で
い
た
も
の
も
あ

り
ま
す
。

　
「
チ
ー
ム
医
療
の
推
進
」
は
、
入
職
当
初

か
ら
最
も
意
識
し
て
き
た
こ
と
で
す
。
職
員

同
士
が
バ
ラ
バ
ラ
で
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
内
の

施
設
で
緊
急
事
態
が
起
き
て
も
誰
も
助
け
に

行
か
な
い
と
い
う
現
実
に
強
い
衝
撃
を
受
け

ま
し
た
。
職
人
集
団
で
あ
る
医
療
者
は
、
そ

れ
ぞ
れ
が
高
い
能
力
を
持
っ
て
い
て
も
、
目

的
が
共
有
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
力
は
分
散
し

て
し
ま
い
ま
す
。
お
互
い
の
力
を
掛
け
合
わ

せ
、
よ
り
大
き
な
価
値
と
し
て
患
者
さ
ん
に

お
届
け
す
る
た
め
に
、
部
署
や
施
設
の
垣
根

を
越
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を

積
極
的
に
設
け
て
き
ま
し
た
。

　
「
近
隣
医
療
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」は
、

も
と
も
と
横
浜
市
立
大
学
出
身
の
父
が
築
い

た
人
脈
が
土
台
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
甘

ん
じ
る
こ
と
な
く
、
私
自
身
が
師
長
た
ち
を

連
れ
て
挨
拶
回
り
を
重
ね
、
顔
の
見
え
る
関

係
を
地
道
に
構
築
し
て
き
ま
し
た
。
大
学
病

院
の
先
生
方
が
研
究
を
行
う
際
に
は
、
症
例

デ
ー
タ
を
提
供
す
る
な
ど
、
お
互
い
が

Win-
Win
に
な
る
関
係
づ
く
り
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
緊
急
時
に
患
者
さ
ん
を
助
け
て
い
た

だ
く
か
ら
こ
そ
、
平
時
か
ら
私
た
ち
が
貢
献

で
き
る
こ
と
を
続
け
る
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、

現
在
の
強
固
な
連
携
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
密
着
型
の
施
設
運
営
」
と
い
う
点

で
は
「
あ
お
ぞ
ら
会（
患
者
会
）」
で
の
取
り

組
み
も
、
長
年
の
継
続
の
賜
物
で
す
。
17
年

前
は
、
会
合
が
ま
る
で
「
恐き

ょ
う

喝か
つ

の
場
」
の
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
、
患
者
さ
ん
と
医

療
者
の
関
係
は
良
好
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
当
時
の
患
者
会
の
会
長
さ
ん

と
も
真
摯
に
話
し
合
い
を
重
ね
、「
患
者
さ

ん
自
身
も
透
析
し
な
が
ら
元
気
に
生
き
る
努

力
を
す
る
こ
と
」「
お
互
い
に
で
き
る
こ
と

と
で
き
な
い
こ
と
」
を
共
有
し
、
共
に
「
病

気
が
あ
っ
て
も
い
き
い
き
生
き
る
」
を
目
指

す
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
関
係
を
築
い
て
き

ま
し
た
。
今
で
は
、
バ
ス
旅
行
で
一
緒
に
い

ち
ご
狩
り
に
行
っ
た
り
、
温
泉
旅
行
に
出
か

け
た
り
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
場
で
こ
そ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
決
し
て

得
ら
れ
な
い
、
宝
物
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
の

本
音
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

―　

花
岡
会
長
を
支
え
る
チ
ー
ム
を
ど
の
よ

う
に
創
り
上
げ
て
こ
ら
れ
た
の
か
、
経
営
品

質
活
動
と
ど
の
よ
う
に
繋
が
っ
て
い
る
か
を

お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。
―

　

特
定
の
「
経
営
チ
ー
ム
」
と
い
う
区
切
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
日
同
席
し
て
い
る
鎮
目

事
務
長
や
貝
澤
部
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
職

員
が「
ど
う
す
れ
ば
も
っ
と
良
く
で
き
る
か
」

を
常
に
考
え
、
行
動
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
土
台
と
な
る
の
は
、
や
は
り
２
０
１

７
年
よ
り
取
り
組
ん
で
き
た
顧
客
価
値
経
営

の
考
え
方
で
す
が
、
２
０
２
３
年
よ
り
更
に

そ
れ
を
実
践
で
き
る
チ
ー
ム
と
な
る
た
め
に
、

人
財
共
育
に
投
資
し
組
織
開
発
を
進
め
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
「
シ
ス
テ
ム
コ
ー
チ
ン

グ
」
や
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
開
発
」
を
導
入

し
、
現
在
管
理
職
層
を
中
心
に
約
60
名
が
こ

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
て
い
ま
す
。
一
人

ひ
と
り
に
コ
ー
チ
が
つ
き
、
チ
ー
ム
と
は
何

か
、
自
分
自
身
が
チ
ー
ム
に
ど
う
影
響
を
与

え
る
か
と
い
っ
た
「
チ
ー
ム
力
学
」
を
学
ん

で
い
ま
す
。
研
修
で
は
、
協
力
し
な
け
れ
ば

達
成
で
き
な
い
課
題
な
ど
を
通
し
て
、
成
功

や
失
敗
を
擬
似
的
に
体
験
し
ま
す
。
な
ぜ
こ

の
チ
ー
ム
は
失
敗
し
た
の
か
を
深
く
振
り
返

る
こ
と
で
、
目
標
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の

重
要
性
な
ど
を
、知
識
と
し
て
で
は
な
く「
体

感
」
と
し
て
腹
落
ち
さ
せ
て
い
く
の
で
す
。

　

教
え
る
と
い
う
よ
り
は
、
頭
と
体
を
フ
ル

稼
働
し
て
、
体
験
か
ら
発
見
し
た
も
の
と
理

論
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
で
チ
ー
ム
と
個

の
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
を
促
進
さ
せ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
実
践
的
な
研
修

を
通
し
て
、
苦
し
い
経
験
や
痛
い
思
い
を
し

な
が
ら
も
、
皆
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
成
長
し

て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
、
組
織
の
大
き
な
力

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
日
本
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
様
と
の
ご
縁
は
、

■5 

新
日
本
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
評
価
と
期
待

■3 

厚
済
会
が
提
供
す
る
価
値
と
強
み

■４ 

花
岡
会
長
を
支
え
る
経
営
チ
ー
ム

▲仕事に対して誠実に真摯に向き合う尊さ
が生きた証。

▲横浜支店のフレッシュなメンバーも花岡会長
から多くを学びました。

　（左から齋藤、笹崎）
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２
０
２
３
年
の
経
営
品
質
賞
の
会
食
で
同
じ

テ
ー
ブ
ル
に
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
そ
の
時
か
ら
社
長
の
志
に
惹
か
れ
、「
ぜ

ひ
う
ち
の
清
掃
に
入
っ
て
も
ら
え
な
い
か
」

と
願
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
念
願
が
叶
い
、

大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

以
前
は
、
院
内
の
床
を
雑
巾
が
け
す
る
と

真
っ
黒
に
な
る
ほ
ど
で
、
清
掃
が
行
き
届
い

て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
態
で
し
た
。
し
か

し
、
貴
社
に
入
っ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
は
、

床
は
輝
き
、
院
内
は
清
々
し
い
空
気
に
満
た

さ
れ
て
い
ま
す
。「
こ
れ
こ
そ
が
あ
り
た
い

姿
だ
」
と
、
そ
の
爽
快
感
に
感
動
し
ま
し
た
。

清
潔
な
環
境
は
感
染
対
策
の
基
本
で
あ
り
、

い
く
ら
言
葉
で
説
明
し
て
も
分
か
ら
な
か
っ

た
職
員
が
、
美
し
く
な
っ
た
空
間
を
目
の
当

た
り
に
し
て
「
会
長
が
言
っ
て
い
た
の
は
こ

う
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
ね
」
と
理
解
し

て
く
れ
た
の
で
す
。
こ
れ
も
、
環
境
が
人
を

変
え
る
と
い
う
実
体
験
で
し
た
。

　

さ
ら
に
素
晴
ら
し
い
の
は
、
誰
が
作
業
を

し
て
も
同
じ
品
質
が
保
た
れ
る
「
仕
組
み
」

で
す
。
以
前
は
「
こ
の
人
た
ち
に
は
難
し
い

の
で
は
な
い
か
」
と
さ
え
思
っ
て
い
た
清
掃

業
務
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
見
違
え
る
と
は
、

正
直
驚
き
ま
し
た
。
運
用
体
制
の
構
築
か
ら

実
装
ま
で
、
横
浜
支
店
の
皆
様
が
本
当
に
親

身
に
な
っ
て
ご
提
案
く
だ
さ
り
、
今
で
は
来

院
さ
れ
る
方
々
か
ら
「
き
れ
い
な
病
院
で
す

ね
」
と
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と
が

増
え
ま
し
た
。
貴
社
の
卓
越
し
た
仕
事
ぶ
り

に
は
、
学
ぶ
べ
き
点
が
本
当
に
多
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
お
互
い
に
切
磋

琢
磨
し
、
高
め
合
え
る
関
係
で
い
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
代
の
医
療
業
界
は
非
常
に
厳
し
い
状
況

に
あ
り
、
日
本
の
医
療
が
持
つ
、
真
面
目
で
、

丁
寧
で
、
一
途
と
い
っ
た
素
晴
ら
し
い
資
質

が
失
わ
れ
か
ね
な
い
環
境
に
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
私
の
人
生
の
テ
ー
マ
は
、
そ
の
日

本
人
の
素
晴
ら
し
い
資
質
を
守
り
、
慈
し
み
、

育
て
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

溢
れ
る
情
報
の
中
で
、
本
来
の
人
生
の
意

味
を
見
失
い
が
ち
な
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、
せ

め
て
私
た
ち
の
小
さ
な
医
療
法
人
か
ら
で
も
、

関
わ
る
人
々
に
と
っ
て
何
が
大
切
な
の
か
を

伝
え
て
い
き
た
い
。
真
摯
に
、
誠
実
に
、
謙

虚
に
患
者
さ
ん
を
想
い
、
患
者
さ
ん
か
ら
も

信
頼
と
感
謝
を
い
た
だ
く
。
そ
の
関
係
性
こ

そ
が
、
自
分
た
ち
の
幸
せ
や
人
生
の
彩
り
に

つ
な
が
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
守
り
広
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
後
継
者
と
い
う
立
場
で
は
な
い
か
ら

こ
そ
、
こ
の
考
え
方
が
属
人
的
な
も
の
で
は

な
く
、
仕
組
み
や
文
化
と
し
て
組
織
に
根
付

き
、
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要

で
す
。
ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ
と
り
が
人
生
の
意

味
を
謳
歌
し
、
意
義
あ
る
人
生
を
送
れ
る
環

境
を
整
え
る
こ
と
。
そ
れ
が
私
の
責
務
で
あ

り
、
人
生
の
意
味
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
近
隣
の
老
舗
が
あ
っ
た
場
所
を
買

い
取
り
、
地
域
の
皆
様
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ

る
新
し
い
医
療
施
設
の
開
設
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
目
指
す
の
は
、
た
だ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
は
な
く
、
訪
れ
る
だ
け
で
日
頃
の
疲
れ
が

癒
や
さ
れ
、
自
分
の
体
を
い
た
わ
り
た
い
と

思
え
る
よ
う
な「
ヘ
ル
ス
・
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」

で
す
。
２
０
２
７
年
4
月
の
オ
ー
プ
ン
を
予

定
し
て
お
り
、
庭
で
お

茶
が
飲
め
る
よ
う
な
、

心
休
ま
る
空
間
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

10
年
、
20
年
先
を
見

据
え
た
ビ
ジ
ョ
ン
と
し

て
は
、
ま
ず
、
現
在
通

院
さ
れ
て
い
る
透
析
や

慢
性
疾
患
の
方
達
が
、

365
日
24
時
間
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
安
心
し
て
過

ご
せ
る
体
制
を
盤
石
に

守
り
抜
い
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
今
後
は

「
予
防
医
療
」
に
さ
ら

に
力
を
入
れ
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て

き
た
地
域
連
携
の
強
み

を
活
か
し
、
横
浜
市
や

神
奈
川
県
、
さ
ら
に
は
他
企
業
と
も
連
携
し

て
健
康
デ
ー
タ
を
解
析
し
、
病
気
に
な
る
前

の
段
階
か
ら
介
入
し
て
い
く
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。
日
本
の
医
療
費
高
騰
の
抑
制

に
も
貢
献
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
治
験
な
ど
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
、

新
た
な
治
療
法
の
開
発
に
も
貢
献
で
き
る
よ

う
な
、
社
会
に
開
か
れ
た
医
療
機
関
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
以
上
に
地
域
の
皆
様
の
「
人
生
の
ベ
ス
ト

パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
な
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
挑
戦
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

■６ 

仕
事
と
人
生
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

■７ 

厚
済
会
の
夢
と
ビ
ジ
ョ
ン

▲これからも、お互いに切磋琢磨し高めあえる関係でいられることを期待し
ています。新日本ビルサービスをよろしくお願いいたします。生涯青春! !
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技術本部　定期メンテナンス部　部長　中村　聡
　今期で17回目となる技能オリンピックを見学させていただきました。
　24名が参加しての大会となる中、今回は午後の部の12名の演技を拝見。
　この12名は経験年数、性別など様々な点が異なるが、拝見させていただいた感想として、ど
の演技も素晴らしく素直にかっこいいと思えるものでした。
　個々が目標を高く持ち、仕事にやりがいを持っている事が分かり、同僚をライバルとして切磋琢磨し日々
の業務、この大会に向け練習を重ねた集大成を出し切る様に感銘を受けました。
　また表彰式にて敢闘賞を受賞した技能実習生の涙ながらのコメントは、日々の努力と想いが入り交じって
いました。その他、参加者の立ち振る舞いや姿勢にも感動。
　これらの環境下で鍛えた高い技術と想いがサービスの質に直結しているのだろうと思います。
　信念を持ち継続していく事の一つとして、今回のベンチマークを見て得たもの、肌で感じた事を新日本ビ
ルサービスの中にどう落とし込み活かしていくか、真剣に考えていきたいと思いました。

株式会社 第一ビルメンテナンス
第17回  技術オリンピック

2025年6月27日（金）　技能オリンピックとは、第一ビルメンテナンス様の定期清掃班の
技能を競う年に１度の大会です。大会の目的は日本一の清掃技能を
持つ集団を目指した技能水準の向上にあり、私たちSNBの大きな
目標となっています。

◀
隅
々
ま
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
拭
き
上
げ
ま
す
。

◀
審
査
員
の
皆
さ
ん
の
真
剣
な
眼
差
し
。

▲選手宣誓! !

▼集中します! !

▼基本となるポリッシャー洗浄。

▲三浦社長から優勝トロフィーを受け
取る本多さん。
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東京業務部　第一課　山崎　実久
　第一ビルメンテナンス様の技能オリン
ピックを見学させていただきました。実
際に自分の目で見た技能オリンピックは
想像をはるかに超える技術力でした。
　とにかく速いのに、仕事が丁寧で隅か
ら隅まで手が行き届いていました。オリ
ンピックでは技術と演技で得点を付けて
おりましたが、ひとつのダンス・表現を
みているような時間でした。特に私は同
じ女性の方がどのような動き方をするの
か注目していたのですが、道具の重さを
感じさせない男性に引けを取らない動き
をされていて感動しました。

技術本部　
定期メンテナンス課　片栁　歩生
　第一ビルメンテナンス様で技能オリ
ンピックの様子を見学させていただき
ました。
　除塵・ポリッシャー・バキューム・
モップ・ワックスという内容だったが、
その他にも洗浄道具と床の拭きあげや
指差し確認などもしており、それらを
15分ほどで終わらせていました。
　スピードも速く、皆さんがかなり練
習を重ねてきたんだと実感すると共
に、多くの事を学ぶ機会となりました。

東京業務部　第一課　狩野　メリー
　第一ビルメンテナンス様の技能オリンピック
を見学させていただき、また一つ素晴らしい学
びの機会となりました。このような会社の取り
組みやイベントを通じて、参加者のスキルや自
信を高めるだけでなく、「顧客満足」や「感謝」
といった企業の価値観がしっかりと感じられま
した。何度も参加経験のある方々が、なおも評
価を受け、さらなる向上を目指す姿勢は非常に
感動的で刺激的でした。 スキルや能力の向上は
一度きりの場で完結するものではなく、継続性
と向上心の大切さがこのイベントを通じて強く
伝わってきました。このような場に観客として
参加できたことに、心から感謝いたします。

技術本部　
定期メンテナンス課　主任　池田　巧
　初めて技能オリンピックを拝見させてい
ただきましたが、一言でいうと意識レベル
の違いに圧倒された。競技を競い合う姿の
技術職メンバー、それをサポートするメン
バーもSNBにはない姿であった。
　また、第一ビルメンテナンス様では圧倒
的な数の技術職を採用しており、直営部隊
を最大限に生かす背景には新卒採用にある
と改めて感じた。SNＢでも直営部隊を生
かすためには採用強化、教育といった部分
が課題を解決していかなくてはならない。

東京業務部　
第二課　狩野　ミッスィ
　株式会社第一ビルメンテナン
ス様主催の第17回技能オリン
ピック大会に参加させていただ
きました。
　当日は午後からの参加でした
ので、競技の半分程度しか拝見
することができませんでした
が、このような技能競技大会を
見学するのは初めてで、出場選
手の皆様が作業工程を体系的か
つ効率的に実行される様子に深
く感銘を受けました。

東京業務部　
第一課　伊東　悠亮
　第一ビルメンテナンス様の技能オ
リンピックを見学させていただきま
した。
　清掃作業というよりもまさに「競
技」であり、出場されている方々の
熱量に圧倒されました。若い社員の
方々が多数参加されている行事であ
り、会社全体で「人を育てる」「技
術を継承する」という意識が根付い
ているのだと感じ、非常に勉強にな
りました。

▲入賞者の皆さん
　おめでとうございます! !

技能オリンピック参加の皆さんと生涯青春! !

▼勢揃いした選手の皆さんの凜とした素晴らしい整列。
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　お客様の施設環境や床材、清掃計画に合わせて最適なロボットを
選定し、ご提供するサービスです。ロボット本体の提供に加え、消
耗品の定期配送、万が一の故障時の対応、そして常に安定した運転
を維持するための遠隔監視サポートを行います。これらを組み合わ
せることで、清掃業務の効率化と現場担当者様の負担軽減を実現。

“おまかせ型”清掃ロボット派遣サービスとして、安心してご利用
いただける体制を整えています。

多くの施設でご導入いただいております！

清掃ロボット派遣サービスとは？！

取締役　DX推進部　部長　関根　陽太郎
　2022年に始まった清掃ロボット事業は、現在60現場・300台近くが稼働しています。社内物
件だけでなく、当社で清掃管理を行わない施設へのロボット派遣も増え、外部現場での活躍が広
がっています。
　取り扱う機種は中型から小型まで幅広く、床材や時間帯に応じた最適提案で稼働効率を最大化。一部メー
カーとは連携範囲が広がり、非常に細やかな設定が可能となったことで安定稼働率は90％を超え、日常的な
戦力へと進化しました。
　また、横浜支店をはじめ他部門と連携し、直接マッピングの機会を創出。DX推進の業務理解と知識の波及
で、導入後の定着率と操作スキル向上を実現しています。「ロボットを動かす」から「ロボットで価値を生み
出す」へ ─ DX推進部はこれからも進化を止めません。

DX推進部通信
～持続可能なビルメンテナンスを切り拓く～

区　　分 台数
医療福祉施設 105
スタジアム関連 56
オフィス関連 51
商業施設関連 28
学校施設関連 26
工場施設関連 8
スーパーマーケット関連 7
ホテル関連 3
住宅・マンション関連 1

総計 285
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ロボット派遣で活躍する主な清掃ロボットのご紹介

DX推進部　担当部長　岡村　将志
　2022年に始まった清掃ロボット事業は、当初２名・１台から現在８名体制、300台超
へと拡大しました。社内運用に加え、他の清掃会社や施設管理会社からの派遣依頼も増え、
業界全体のニーズ上昇を実感しています。人手不足や最低賃金上昇といった社会背景から、

清掃ロボットを含むサービスロボット導入は今後さらに加速する見込みです。エレベーター連携や営業
時間中の稼働、運搬ロボット活用など、役割は「清掃」を超えて広がっていきます。私たちも多様なサー
ビスロボットの運用・サポート体制を整え、時代にふさわしい価値を提供していきます。

横浜支店　支店長　中山　耀太
　横浜支店として清掃ロボットを中心にＤＸ推進部と連携し取り組んでいます。メンバー
がそれぞれ清掃ロボットのマッピングを経験し、既存・新規現場へ導入を行ってきました。
清掃業務の効率化を考え作業設計をすることで、人は人のやるべき仕事に集中することが

できることがわかり、結果として人が提供するサービスの価値を高めることができています。今後ます
ます価値を高めることが必要になってくると実感しています。

DX推進部　髙橋　圭佑
　ロボットのスイッチを入れるだけで決められた任務を完遂するにはまだ技術が不足して
おり、遠隔にて正しく動いているかを日々確認、必要に応じて補助をする「みまもりサポー
ト」の業務を主として行なっています。他社にはない独自の伴走型システムとして確立で

きていると考えています。全てのロボットで１日約３万㎡（東京ドームのグラウンド部分程度）を「私が」
清掃している、と置き換えることが一番のモチベーションです！

【Jinny20】
業務用小型機。小さいながらも広範囲を清掃可能。

【Phantas】
バランス抜群の万能選手。営業中でも安定して稼働します。

【UFO CLEANER】
ローラーモップによりしっかり洗浄と拭き取りが可能。

【J40】
大きな機体と給排水ドックにより圧倒的な清掃効率を誇ります！
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　　　ウニクス南古谷　
支配人　根岸　正樹

　埼玉県川越市の東部に位置する、
地域密着型商業施設ウニクス南古谷内に、
2025年７月12日埼玉県内最大級の屋内型アス
レチック施設「Sky Walker 7058」がオープ
ンしました。
ウニクス１号店として開業したウニクス南古谷
は、３つのエリア構成となっており、衣食住遊が
揃う地域に根付いて20年を経過した施設です。

　「Sky Walker 7058」は、映画館、ボウリ
ング場がある敷地内に、単独建屋として建設さ
れました。施設内には、地上11メートル（ビル
の３階～４階）の高さを誇る施設のシンボルと
してそびえ立つ「Sky Trail」、高さ８メートル
の壁にユニークな形状のホールドが取り付けら
れているクライミングウォール「Cl i p ’ n 
Climb」身長122cm未満のお子様を対象とし
ている「Sky Tykes」からなる３カ所の専用
エリアで構成されています。「いつもの今日が、
アドベンチャー！」をテーマに、小さいお子様
から大人まで日常を忘れさせてくれるスリルと
興奮を体験できます。
　わたくしども、新日本ビルサービスは、今年
3月にウニクス南古谷様の管理運営を任せてい
ただく機会をいただきました。ご来館頂く全て
の方が安心、安全にすごせ、快適な環境を提供
できるよう運営管理に尽力してまいります。お
近くにお越しの際は、皆さまのご来館を心より
お待ちしております。

Sky Walker 7058 オープン! !

　　株式会社ピーアンドディコンサルティング　開発事業本部　取締役　山本　喬
たかし

 様
　平素はウニクス南古谷の施設運営に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　2003年の開業より20年超が経過、社会情勢やライフスタイルは大きく変化し商業施設は画一的な
ものから多種多様な役割が求められる時代になりました。とりわけ近年の気候変動がもたらす環境変化
は大きく、この度開業したSky Walker 7058は安全安心に遊べる施設として全天候対応型とし、また、
近隣競合店にはないオンリーワンの機能がウニクス南古谷に新たな顧客と付加価値をもたらすことを期
待しています。
　７月12日の開業以降、多くのお客様にお越しいただき順調なスタートを切ることができました。当
施設は同敷地内で営業中のタリーズコーヒー、ローソン・ユナイテッドシネマ、ウニクスボウルと同様
に当社直営事業であり、今後はこれら店舗との連携・相乗効果によりウニクス南古谷がより一層の発展
を遂げるよう努めてまいります。

Sky Walker 7058（スカイウォーカーナナゼロゴーハチ）

◀
「Sky Trail」
高さ11ｍの不安定な足場はス
リル満点！
感じたことのない高さで、手に
汗握るロープアトラクションで
す! !

◀
「Clip’n Climb」
高さ８ｍの様々なクライミング
ウォール！
クライミング未経験者でも、
ハーネスを装着し、安全ロープ
をつけて挑戦！

◀
「Sky Tykes」
専任のスタッフが常駐している
から、お子さまひとりでも楽し
めます！
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管理本部　部長　古川　幸治
　四国へ赴き、四電ビジネス株式会社様の幹部研修（Business College 2025）にて講演の機会
をいただきました。同社は、ビルメンテナンスや不動産事業等を展開する四国電力グループの中
核企業です。「実際の生きた経営の事例研究として」とのご依頼をいただき、講演が実現しました。
　研修には９名の幹部の皆様のほか、総務部の方にもご参加いただき、終始熱心に耳を傾けてくださいました。
事前に、また当日にも多くのご質問をいただき、その活発な質疑応答を通じて、私たち自身も自社の経営品
質の取り組みを改めて見つめ直す、大変貴重な機会となりました。
　この度の素晴らしいご縁に心から感謝申し上げます！

四電ビジネス株式会社　総務部　総務課長　森長　剛 様
　会社立ち上げの経緯から各種業務における社内での方針決定や社員と経営層の近しい関
係性など多岐にわたって講演いただき、時間が過ぎるのが早く感じられた講義内容でした。
　関根社長は71歳という年齢にも関わらず活力がみなぎっており、周りの人を寄せ付ける

人間力の高い経営者といった感じで、地元の地域創成を考えた再開発事業への参画も経営決定されるな
ど、立ち止まることなく会社人生を送られていることに大変感銘を受けました。

…………………………………………………………………………………………………………………
四電ビジネス株式会社　ビジネスソリューション本部　事業統括課　課長　岩崎　建 様
　関根社長の講演を間近で見て、熱意と素晴らしいビジョンがあり、数々の挑戦から刺激
と感銘を受けました。
　動画で見た社員とさわやか社員が生き生きと働く姿から、新日本ビルサービス様では「技

術力向上への取組」、「顧客の要望を断らない文化」、「挑戦を応援する風土」が醸成しており、社会の流
れを見据えて成長を続けられる会社だと確信しました。
　この場で得た学びを、自社の事業戦略と組織風土の醸成に活かせればと思います。

Business College 2025 講演
　　四国電力グループ 四電ビジネス株式会社様

2025年８月22日（金）

▲
関
根
社
長
講
演
の
様
子
。

▼関根社長の“生涯青春”を四国にも届けます。Business College 2025受講者の皆さまと! !
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全
体
会
議
ご
講
話　

令
和
7
年
４
月
16
日（
水
）

～
さ
ら
に
夢
を
追
い
か
け
て

　

未
来
を
拓
く
～

弁
護
士
法
人 

梅
ヶ
枝
中
央
法
律
事
務
所　

代
表　

山や
ま

田だ

庸つ
ね

男お 

様

　

私
は
昭
和
18
年
、
戦
時
中
に
生
ま
れ
、
父

は
私
が
1
歳
に
な
る
前
に
南
方
の
輸
送
船
で

戦
死
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
父
の
顔
を
知

り
ま
せ
ん
。
母
は
当
時
不
治
の
病
と
さ
れ
た

肺
結
核
を
患
い
、
入
退
院
を
繰
り
返
す
生
活

で
し
た
。
当
然
、
家
計
は
苦
し
く
、
私
は
小

学
校
4
年
生
か
ら
新
聞
配
達
を
し
て
家
計
を

助
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時
は
誰
も
が
貧

し
い
時
代
で
し
た
か
ら
、
特
に
肩
身
の
狭
い

思
い
を
し
た
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
母
が
口
癖
の
よ
う
に
私
に
言
い
聞
か

せ
た
三
つ
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は

「
貧
し
い
こ
と
は
恥
で
は
な
い
」、
二
つ
目
は

「
心
の
貧
乏
は
す
る
な
」、
三
つ
目
は
「
人
に

後
ろ
指
を
さ
さ
れ
る
こ
と
を
す
る
な
」。
こ

の
言
葉
が
、
私
の
生
き
方
の
根
幹
を
成
し
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
は
長
屋
で
育
ち
、

近
所
の
人
々
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
生
き
て
き

ま
し
た
。
中
学
や
高
校
の
先
生
、
大
学
時
代

に
働
い
て
い
た
会
社
の
上
司
な
ど
、
多
く
の

方
々
の
理
解
と
支
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

弁
護
士
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
経
験
か
ら
、
私
は
社
会
的
に
弱

い
立
場
の
人
々
の
味
方
に
な
り
た
い
と
い
う

思
い
で
弁
護
士
の
道
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。

人
間
は
皆
、裸
で
生
ま
れ
、最
後
は
骨
と
な
っ

て
土
に
還
り
ま
す
。「
本
来
無
一
物
」
と
い

う
言
葉
の
通
り
、
こ
の
世
で
得
た
も
の
を
い

か
に
社
会
に
還
元
す
る
か
が
重
要
だ
と
考
え
、

60
歳
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
具
体
的
な
行
動
を
起

こ
す
こ
と
を
決
意
し
た
の
で
す
。

　

人
生
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
事
業
も
ま

た
平
坦
な
道
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ク

レ
ー
ム
や
事
故
、
時
に
は
企
業
の
信
用
を
揺

る
が
す
不
祥
事
も
起
こ
り
得
ま
す
。

　

し
か
し
、
私
が
重
要
だ
と
考
え
る
の
は
、

失
敗
を
恐
れ
な
い
こ
と
で
す
。
何
も
し
な
い

で
そ
の
場
に
留
ま
る
よ
り
、
挑
戦
し
て
失
敗

す
る
方
が
は
る
か
に
価
値
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
で
「
反
省
し
て
も
後
悔
は
し
な
い
」
と
い

う
言
葉
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
人
生
に
お
い
て
失
敗
は
つ
き
も
の
で
す

が
、
そ
の
後
の
向
き
合
い
方
に
は
「
反
省
」

と
「
後
悔
」
の
二
通
り
が
あ
り
ま
す
。
後
悔

と
は
、
努
力
不
足
が
原
因
の
失
敗
に
対
し
て

「
も
っ
と
頑
張
れ
ば
よ
か
っ
た
」
と
嘆
く
だ

け
で
、
次
へ
の
教
訓
と
な
り
ま
せ
ん
。
一
方
、

反
省
と
は
、
た
と
え
精
一
杯
努
力
し
て
も
結

果
が
伴
わ
な
か
っ
た
際
に
、
そ
の
原
因
を
突

き
止
め
、
次
の
挑
戦
へ
の
糧
と
す
る
建
設
的

な
行
為
で
す
。
私
自
身
、
こ
れ
ま
で
の
人
生

で
後
悔
し
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

反
省
す
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
次
へ
の
糧
と
な
る
か
ら
で
す
。

　

私
は
60
代
に
な
る
ま
で
、
裸
一
貫
で
や
っ

て
き
た
と
い
う
自
負
か
ら
、
成
功
も
失
敗
も

す
べ
て
自
分
の
力
と
責
任
に
よ
る
も
の
だ
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
今
思
え
ば
、
そ
れ
は
大

変
な
傲
慢
で
あ
っ
た
と
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

あ
る
時
、
自
分
の
成
功
は
決
し
て
自
分
一
人

の
力
で
は
な
く
、
目
に
見
え
な
い
多
く
の

人
々
の
助
け
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
っ
て
い

る
の
だ
と
悟
り
ま
し
た
。
そ
の
瞬
間
か
ら
、

自
分
は
「
生
き
て
い
る
」
の
で
は
な
く
「
生

か
さ
れ
て
い
る
」
の
だ
と
心
か
ら
実
感
す
る

よ
う
に
な
り
、
残
り
の
人
生
を
社
会
の
た
め

に
ど
う
使
う
べ
き
か
を
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
が
、「
き
ず
な
育
英
基
金
」

設
立
の
直
接
的
な
動
機
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
が
代
表
を
務
め
る
梅
ヶ
枝
中
央
法
律
事

務
所
は
、
１
９
７
３
年
に
12
坪
の
小
さ
な
事

務
所
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
幸
い
に
も
多
く

の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
現
在
は
弁
護
士
37
名

を
擁
す
る
組
織
と
な
り
、
東
京
と
京
都
に
も

事
務
所
を
構
え
て
い
ま
す
。
事
務
所
が
大
き

生
い
立
ち

人
生
に
お
け
る
失
敗
と
「
生
か
さ
れ

て
い
る
」
と
い
う
実
感

格
差
社
会
へ
の
挑
戦
と
し
て
の

「
き
ず
な
育
英
基
金
」

山田庸男先生プロフィール
昭和37年	 市立天王寺商業高等学校卒業
昭和42年	 関西大学法学部卒業　司法試験合格
昭和45年	 弁護士名簿登録
昭和48年	 山田法律事務所設立（梅ヶ枝中央法律事務所）
平成6年	 大阪弁護士会副会長
平成8年	 日本弁護士連合会民事介入暴力対策委員会委員長
平成9年	 なみはや銀行金融整理管財人
平成19年	 大阪弁護士会会長（日本弁護士連合会副会長）
平成20年	 日本ＣＳＲ普及協会近畿支部支部長
平成25年	 一般財団法人梅ヶ枝中央きずな基金設立



23

く
な
る
に
つ
れ
、
企
業
法
務
な
ど
も
手
掛
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
の
心
情
の
根

底
に
あ
る
の
は
、
依
頼
者
に
寄
り
添
う
「
依

頼
者
フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
精
神
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
精
神
を
社
会
貢
献
活
動
と

し
て
具
現
化
し
た
の
が「
き
ず
な
育
英
基
金
」

で
す
。
こ
の
基
金
を
設
立
し
て
12
年
に
な
り

ま
す
が
、
今
日
ま
で
活
動
が
順
調
に
続
い
て

い
る
の
は
、
深
刻
化
す
る
社
会
の
ニ
ー
ズ
、

す
な
わ
ち
「
格
差
」
の
問
題
に
応
え
る
も
の

だ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

資
本
主
義
社
会
に
お
い
て
、
競
争
の
結
果

と
し
て
差
が
つ
く
こ
と
自
体
は
避
け
ら
れ
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。問
題
な
の
は
、ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
が
不
平
等
で
あ
る
こ
と
で
す
。
経

済
的
な
格
差
が
教
育
の
機
会
の
格
差
を
生
み
、

そ
れ
が
次
世
代
に
ま
で
連
鎖
し
、
固
定
化
さ

れ
て
い
ま
す
。
私
は
、
誰
も
が
同
じ
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
立
て
る
機
会
の
平
等
を
確
保
し

な
い
限
り
、
真
に
公
正
な
競
争
は
あ
り
得
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
お
け
る
貧
困
は
、
絶
対
的
貧
困
で

は
な
く
「
相
対
的
貧
困
」
と
し
て
現
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
民
の
平
均
所
得
の
半
分
以
下
で

暮
ら
す
人
々
の
割
合
を
指
し
、
全
体
で
は
6

人
に
1
人
、
ひ
と
り
親
家
庭
に
至
っ
て
は
2

人
に
1
人
が
こ
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。
多
く

の
子
ど
も
た
ち
が
、
経
済
的
な
理
由
で
夢
を

諦
め
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る

の
で
す
。

　

き
ず
な
育
英
基
金
は
、
単
な
る
経
済
的
支

援
を
目
的
と
し
た
奨
学
金
制
度
と
は
一
線
を

画
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
目
的
は
、
経
済

的
な
困
難
の
中
で
埋
も
れ
が
ち
な
子
ど
も
た

ち
の
潜
在
能
力
を
引
き
出
し
、
そ
の
才
能
を

開
花
さ
せ
る
後
押
し
を
す
る
こ
と
で
す
。

　

選
考
に
あ
た
っ
て
も
、
学
校
の
成
績
が
優

秀
で
あ
る
こ
と
や
、
文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー

ツ
の
分
野
で
優
れ
た
実
績
を
持
つ
こ
と
を
基

準
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
支
援
を
受
け

た
子
ど
も
た
ち
が
、
将
来
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
社
会
を
牽
引
す
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍

し
て
ほ
し
い
と
い
う
強
い
願
い
を
込
め
て

「
奨
学
」
で
は
な
く
「
育
英
」
と
い
う
言
葉

を
使
っ
て
い
る
理
由
で
も
あ
り
ま
す
。

　

基
金
は
設
立
に
あ
た
っ
て
投
じ
た
私
財
に

加
え
、
こ
の
活
動
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
く
だ

さ
る
方
々
か
ら
の
ご
寄
付
や
、
遺
贈
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
全
く
面

識
の
な
い
札
幌
の
老
婦
人
が
、
遺
産
の
一
部

を
当
基
金
に
寄
付
し
て
く
だ
さ
っ
た
と
い
う

事
例
も
あ
り
ま
し
た
。
使
い
道
が
明
確
で
、

弁
護
士
が
運
営
し
て
い
る
と
い
う
信
頼
性
が
、

こ
う
し
た
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

き
ず
な
育
英
基
金
か
ら
巣
立
っ
て
い
っ
た

子
ど
も
た
ち
は
、
私
た
ち
の
期
待
に
応
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
素
晴
ら
し
い
成
長
を
遂
げ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
大
学
に
進
学
す

る
卒
業
生
の
多
く
が
、
国
公
立
大
学
や
難
関

私
立
大
学
へ
と
進
ん
で
い
ま
す
。
大
阪
大
学

の
薬
学
部
か
ら
大
手
漢
方
薬
メ
ー
カ
ー
に
就

職
し
た
者
、
慶
應
大
学
や
東
京
音
楽
大
学
へ

進
ん
だ
者
、
神
戸
大
学
か
ら
京
都
大
学
大
学

院
へ
進
み
、
今
は
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社

で
活
躍
す
る
女
性
も
い
ま
す
。
現
在
、
医
学

部
に
在
籍
し
て
い
る
学
生
も
6
名
お
り
、
数

年
後
に
は
医
師
と
し
て
社
会
に
貢
献
し
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

私
が
こ
の
活
動
を
通
し
て
最
も
喜
ば
し
く

感
じ
て
い
る
の
は
、
支
援
を
受
け
た
子
ど
も

た
ち
が
、
今
度
は
自
ら
が
支
援
す
る
側
に
回

ろ
う
と
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
大
学

生
に
な
っ
た
卒
業
生
が
イ
ベ
ン
ト
を
手
伝
い
、

後
輩
の
相
談
に
乗
る
。
こ
の
「
支
援
の
好
循

環
」
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
サ
イ

ク
ル
が
確
立
さ
れ
れ
ば
、
私
が
こ
の
世
を

去
っ
た
後
も
、
こ
の
活
動
は
永
続
し
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
事
務
所
の
理
念
と
し
て
「
努
力
を

し
て
成
長
は
す
る
け
れ
ど
も
完
成
は
な
い
」

と
い
う
言
葉
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
企

業
活
動
も
人
生
も
同
じ
で
、
こ
れ
で
終
わ
り

と
い
う
頂
点
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
絶
え
ず
努

力
し
、
成
長
を
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
は
い
つ
も
「
努
力
・
感
謝
・

奉
仕
」
と
い
う
三
つ
の
言
葉
を
伝
え
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
自
ら
努
力
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、

努
力
で
き
る
環
境
に
あ
る
こ
と
に
感
謝
す
る

こ
と
。最
後
に
、そ
の
恩
を
社
会
に
返
す「
奉

仕
」
の
精
神
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
、
と
。

　

明
治
維
新
の
時
代
、「
財
を
残
す
は
下
、

組
織
を
残
す
は
中
、
人
を
残
す
は
上
」
と
い

う
言
葉
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
財
産
を
残
す

こ
と
よ
り
も
、
次
代
を
担
う
優
れ
た
人
材
を

育
て
る
こ
と
こ
そ
が
、
私
の
責
務
で
あ
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。
き
ず
な
育
英
基
金
で
育
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
、
こ
の
国
の
た
め
に
役
立

つ
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
、
そ
れ

が
私
の
最
後
の
夢
で
す
。

才
能
を
開
花
さ
せ
る
た
め
の
支
援 

支
援
の
好
循
環
と
未
来
へ
の
展
望

夢は追いかけ、掴むもの

成長はあっても完成はない

努力・感謝・奉仕の精神で
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頻
繁
に
起
こ
る
ド
ロ
ド
ロ
と
し
た
世
界
で
し

た
が
、
一
度
出
家
し
た
手
前
、
す
ご
す
ご
と

実
家
に
帰
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
歯
を
食
い

し
ば
っ
て
耐
え
抜
き
ま
し
た
。

　

二
つ
目
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
は
知
的
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
で
す
。

　

私
は
京
都
市
生
ま
れ
で
、
小
さ
い
時
か
ら

少
し
勉
強
が
で
き
る
か
ら
と
、
京
都
大
学
を

目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
通
っ
て

い
た
高
校
も
毎
年
30
人
く
ら
い
が
京
都
大
学

に
進
学
し
て
い
た
ん
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
受
験
期
に
は
禅
寺
で
の
修
行
に

没
頭
す
る
あ
ま
り
受
験
勉
強
が
疎
か
に
な
り
、

折
し
も
東
大
紛
争
で
受
験
生
が
京
大
に
集
中

し
た
年
も
重
な
っ
て
、
不
合
格
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
の
知
的
な
コ
ン
プ
レ
ッ
ク

ス
が
、
後
の
米
国
留
学
へ
の
逆
噴
射
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
が
修
行
し
た
京
都
の
大
徳
寺
は
、
国
宝

や
重
要
文
化
財
に
囲
ま
れ
た
700
年
の
歴
史
を

持
つ
伝
統
的
な
禅
寺
で
し
た
。
そ
こ
で
ア
ー

ト
や
建
築
に
対
す
る
審
美
眼
が
養
わ
れ
る
一

方
、
師
匠
が
鈴す

ず

木き

大だ
い

拙せ
つ（

日
本
の
仏
教
学
者
）

の
学
弟
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
常
に
国
際
的

な
視
点
で
禅
を
捉
え
る
観
点
が
育
ち
ま
し
た
。

そ
の
頃
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
あ
っ
て
、
寺
に
は

政
財
界
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
欧
米
の
著
名

人
や
、
良
心
的
兵
役
拒
否
を
し
た
ヒ
ッ
ピ
ー

の
よ
う
な
米
国
人
が
多
く
座
禅
に
訪
れ
、
彼

ら
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
自
然
と
英
語
や
国

際
感
覚
が
身
に
つ
い
て
い
き
ま
し
た
。
日
本

―　

町
田
宗
鳳
先
生
の
異
色
の
ご
経
歴
と
全

心
全
力
の
生
き
様
を
突
き
動
か
し
て
い
る
原

動
力
が
何
か
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。
―

　

私
の
生
き
様
を
突
き
動
か
す
原
動
力
は
二

つ
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
身
体
的
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
で

す
。
健
康
優
良
児
と
し
て
全
国
で
表
彰
さ
れ

る
兄
と
は
対
照
的
に
、
私
は
虚
弱
児
に
近
い

ほ
ど
体
が
弱
い
子
供
で
し
た
。
兄
弟
で
も
そ

こ
ま
で
違
っ
た
ん
で
す
。

　

そ
の
身
体
的
な
劣
等
感
を
克
服
す
る
た
め
、

中
学
2
年
生
の
時
に
禅
寺
に
飛
び
込
み
ま
し

た
。

　

禅
の
修
行
は
、
想
像
し
て
い
た
座
禅
中
心

の
も
の
で
は
な
く
、
掃
除
や
畑
仕
事
、
薪
割

り
な
ど
の
「
作
務
」
と
い
っ
た
徹
底
的
な
肉

体
労
働
の
毎
日
で
し
た
。
こ
の
厳
し
い
環
境

で
体
を
張
っ
て
20
年（
小
僧
7
年
、
雲
水
13

年
）を
必
死
に
生
き
た
結
果
、
ど
ん
ど
ん
元

気
に
な
っ
て
、
心
身
と
も
に
頑
丈
に
な
り
、

力
比
べ
で
人
に
負
け
な
い
く
ら
い
の
自
信
が

つ
き
ま
し
た
。「
頑
張
れ
ば
な
ん
と
か
な
る
」

と
い
う
自
信
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
ん
で

す
。

　

禅
寺
で
の
生
活
は
肉
体
的
な
厳
し
さ
以
上

に
、
閉
鎖
社
会
特
有
の
い
び
つ
な
人
間
関
係

に
苦
し
め
ら
れ
ま
し
た
。
軍
隊
の
よ
う
な
厳

し
い
上
下
関
係
の
中
で
、
い
じ
め
や
暴
力
が

生
涯
青
春

生
涯
青
春  

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

令
和
7
年
7
月
9
日（
水
）

あ
り
が
と
う
寺　

住
職　

町
田
宗
鳳
様

常
識
破
り
の
非
真
面
な

　
　
　

異
端
児
を
目
指
せ
！

ま
ち　

だ
　

そ
う　
ほ
う

　

知
里
様

ち
　

さ
と

生
涯
青
春 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

1
経
歴
と
生
き
様
の
原
動
力

町田宗鳳先生プロフィール
順天堂大学客員教授・広島大学名誉教授・御殿場高原「ありがとう寺」住職
1950年京都市生まれ。幼少のおり、キリスト教会に通う時期もあったが、
14歳のおり、家出をして仏門に入る。
以来20年間、京都の臨済宗大徳寺で修行。34歳のとき寺を離れ、渡米。
のちハーバード大学で神学修士号およびペンシルバニア大学で哲学博士号
を得る。
65歳で比叡山延暦寺で密教修行、天台宗大阿闍梨となる。
プリンストン大学助教授・国立シンガポール大学准教授・東京外国語大学
教授・広島大学大学院総合科学研究科教授・
国際教養大学客員教授・都留文科大学特任教授・ふじのくに地球環境史
ミュージアム客員教授・オスロ国際平和研究所客員研究員などを歴任。

研究分野は比較宗教学、比較文明論、生命倫理学。東京大学・名古屋大学・
東京医科歯科大学・国連大学・聖心女子大学などでも教えた。
外務省主催『文明間の対話セミナー』の常連メンバーとして、世界各地で
講演。

『人類は「宗教」に勝てるか』など日本語や英語の著書約50冊。
ＮＨＫ『こころの時代』・『ラジオ深夜便』・『こころをよむ』などに出演。
日経新聞・朝日新聞・読売新聞にもエッセイを連載。

日本・米国・ヨーロッパなどで倍音効果を利用した声の瞑想法「ありがと
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に開催。
現在は、「ありがとう寺」（無宗派）を拠点に、密教修法の「弘法護摩」を日々
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う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
繰
り
返
し
受
け
て
い
ま
す
。

予
測
不
能
な
社
会
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
の
主

体
性
と
い
う
も
の
を
し
っ
か
り
根
付
か
せ
て

い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
を
理
念
と
し
て
理
解
し
て

も
あ
ま
り
意
味
が
な
い
の
で
、
自
分
自
身
で

き
ち
ん
と
し
た
方
法
論
を
持
た
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
は
人
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
自
分
の
主
体
性
を
確
認
す
る
人

も
い
れ
ば
、
瞑
想
を
す
る
人
も
い
る
。
あ
る

い
は
芸
術
活
動
で
、
自
分
が
作
品
を
作
っ
て

い
る
プ
ロ
セ
ス
で
、
時
間
空
間
が
消
え
る
よ

う
な
体
験
を
す
る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
し
、

も
っ
と
庶
民
的
に
畑
を
耕
し
て
い
る
時
と
か
、

裁
縫
を
し
て
い
る
と
き
に
、
本
当
に
満
ち
足

り
た
気
持
ち
に
な
る
人
も
い
る
と
思
う
の
で

す
。

　

こ
れ
を
現
代
の
脳
生
理
学
で
は
、
ス
ロ
ー

ア
ル
フ
ァ
波
が
出
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
7.8
H
z
の
ス
ロ
ー
ア
ル
フ
ァ
波
が
出
て

い
る
。
あ
る
い
は
幸
福
物
質
と
言
わ
れ
て
い

る
脳
内
ホ
ル
モ
ン
の
オ
キ
シ
ト
シ
ン
、
幸
福

物
質
と
言
わ
れ
て
い
る
オ
キ
シ
ト
シ
ン
が
大

量
に
放
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
に
基

づ
い
た
科
学
的
な
結
果
も
あ
る
わ
け
で
す
。

　

西
田
哲
学（
西に

し

田だ

幾き

多た

郎ろ
う

…
日
本
の
哲
学

者
）で
は
、
こ
の
状
態
を
「
絶
対
無
の
場
所
」

を
表
現
し
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
体
験
を
日

常
的
に
持
つ
こ
と
で
、
直
観
力
や
想
像
力
が

湧
き
、
心
の
動
揺
も
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま

　

そ
の
後
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
の
博
士

課
程
に
進
み
哲
学
博
士
号
を
取
得
し
て
宗
教

学
、
人
類
学
、
歴
史
学
、
心
理
学
と
い
っ
た

多
様
な
学
問
分
野
を
駆
使
し
て
一
つ
の
事
象

を
多
角
的
に
研
究
す
る
、
現
在
の
学
問
ス
タ

イ
ル
を
確
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
手
法
を
用
い
て
、
誰
も
手
掛
け
て
い

な
か
っ
た
視
点
か
ら
法ほ

う

然ね
ん

に
関
す
る
博
士
論

文
を
わ
ず
か
1
年
で
書
き
上
げ
、
博
士
号
を

取
得
し
ま
し
た 

。
全
て
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

を
バ
ネ
に
し
て
、
体
力
と
根
性
だ
け
で
「
何

く
そ
」
と
思
っ
て
頑
張
り
ま
し
た
が
、
禅
の

修
行
が
役
に
立
ち
ま
し
た
ね
。

―　

現
代
は
、
ど
の
時
代
よ
り
も
多
様
な
情

報
が
溢
れ
か
え
り
、
し
か
も
ど
の
情
報
も
頭

か
ら
信
じ
ら
れ
な
く
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
「
混
沌
の
世
界
を
如
何
に
生
き

る
か
」、
意
思
決
定
に
迷
っ
た
時
や
感
情
に

流
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
き
に
ぶ
れ
な
い
軸

と
し
て
自
分
を
律
す
る
信
念
、
原
理
原
則
、

穏
や
か
な
心
を
持
つ
た
め
に
如
何
に
生
き
る

か
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。
―

　

世
界
が
混
沌
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
自
分

の
内
面
や
穏
や
か
さ
、
そ
れ
を
確
保
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
も
毎
日
護ご

摩ま

を
焚
い
て
い
て
、
弘
法
大

師
か
ら
「
自
分
の
足
で
大
地
に
立
て
」
と
い

す
。

　

大
都
会
で
の
忙
し
い
生
活
や
人
間
関
係
の

ス
ト
レ
ス
の
中
で
、
情
報
の
洪
水
に
奔
走
さ

れ
て
い
る
し
、
人
間
関
係
の
ス
ト
レ
ス
と
い

う
も
の
は
す
ご
い
も
の
が
あ
る
と
思
う
の
で

す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
真
ん
中
に
ぽ
っ
か
り
空

い
た
よ
う
な
時
間
空
間
を
自
分
で
見
つ
け
る

ノ
ウ
ハ
ウ
を
確
立
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

み
ん
な
向
き
不
向
き
が
あ
る
か
ら
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
無
く
、
各
自
が
模
索
し
、
実
践
を
続
け

る
中
で
見
出
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

週
に
一
度
、
あ
る
い
は
月
に
一
度
で
も
、

手
つ
か
ず
の
自
然
の
中
に
一
人
で
佇
む
と

い
っ
た
体
験
は
、
下
手
な
瞑
想
よ
り
も
は
る

か
に
深
く
心
を
静
め
、
冷
静
さ
を
取
り
戻
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。
普
段
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界

で
前
へ
前
へ
と
進
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
、
時

に
は
全
て
を
リ
セ
ッ
ト
し
、
自
分
を
消
し
て

い
く
よ
う
な
逆
方
向
の
動
き
が
、
揺
る
が
な

い
自
分
軸
を
築
く
上
で
極
め
て
大
事
な
の
で

す
。

―　

100
年
続
く
会
社
は
0
・
02
％
と
言
わ
れ

て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
会
社
は
何
ら
か
の
理

由
で
倒
産
か
廃
業
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

会
社
は
社
長
の
器
以
上
に
成
長
し
な
い
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
心
を
高
め
、
経
営
を
高
め

る
た
め
に
、
宗
鳳
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お

願
い
致
し
ま
す
。
―

人
の
友
達
よ
り
も
ア
メ
リ
カ
人
の
友
達
が
多

か
っ
た
こ
と
が
、
私
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
な
感
覚
を
育
て
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

　

34
歳
の
時
、
京
都
大
学
理
学
部
に
客
員
教

授
と
し
て
来
て
い
た
ロ
ビ
ン
・
ハ
ー
ツ
ホ
ー

ン
い
う
世
界
的
に
有
名
な
数
学
者
が
尽
力
し

て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
神
学
部
の
特
別
学
生
と
な
り
ま
す
。
高
卒

の
学
歴
で
大
学
院
レ
ベ
ル
の
授
業
に
つ
い
て

い
く
の
は
困
難
を
極
め
ま
し
た
が
、
禅
の
修

行
で
培
っ
た
体
力
と
根
性
、
そ
し
て
親
切
な

学
友
た
ち
の
助
け
に
よ
っ
て
こ
れ
を
乗
り
越

え
、
神
学
修
士
号
を
取
得
し
ま
す
。

2
混
沌
の
世
界
を
如
何
に
生
き
る
か

3
経
営
者
の
役
割
、
在
り
方
に
つ
い
て

▲�宗鳳先生の全人格からほとばしるエネルギーに満ちたインタビュー。
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企
業
の
永
続
の
た
め
に
は
、
利
益
を
社
会

に
還
元
す
る
と
い
う
利
他
の
精
神
が
根
幹
に

あ
る
べ
き
で
す
。
短
期
的
に
「
俺
が
、
俺
が
」

と
い
う
我
利
の
経
営
で
利
益
を
上
げ
た
と
し

て
も
、
長
期
的
な
発
展
は
望
め
ま
せ
ん
。
実

際
に
永
続
し
て
い
る
企
業
の
多
く
は
、
利
益

の
社
会
還
元
を
第
一
に
考
え
、
社
員
一
人
ひ

と
り
の
ア
イ
デ
ア
や
個
性
を
尊
重
し
、
人
間

を
育
て
る
こ
と
を
経
営
の
主
眼
に
置
い
て
い

ま
す
。
売
上
目
標
を
声
高
に
叫
ぶ
の
で
は
な

く
、
社
員
が
自
発
的
に
働
く
喜
び
を
追
求
す

る
こ
と
で
、
結
果
的
に
業
績
が
高
ま
る
の
が

理
想
の
姿
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
従
来
の
学
歴
重
視
や

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
の
経
営
か
ら
脱
却
し
、
社

員
の
個
性
や
発
想
力
を
最
大
限
に
活
か
す
日

本
型
の
経
営
に
自
信
を
持
つ
べ
き
で
す
。
特

に
重
要
と
な
る
の
が
「
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン

（
想
像
力
）」、
中
で
も
ユ
ン
グ
心
理
学
で
い

う
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン（
能

動
的
想
像
力
）」
で
す
。
こ
れ
は
、
単
に
無

い
も
の
を
想
像
す
る
の
で
は
な
く
ス
ト
ー

リ
ー
が
勝
手
に
展
開
し
て
い
く
よ
う
に
、
想

像
が
自
己
増
殖
し
て
い
く
力
で
す
。
こ
の
力

を
持
つ
リ
ー
ダ
ー
や
、
そ
の
種
を
持
つ
若
者
、

す
な
わ
ち
常
識
の
枠
に
収
ま
ら
な
い
「
異
端

児
」
こ
そ
が
、
停
滞
し
た
状
況
を
打
破
し
、

会
社
に
新
し
い
価
値
を
も
た
ら
し
ま
す
。
面

白
い
会
社
、
伸
び
る
会
社
に
す
る
た
め
に
は
、

そ
う
し
た
異
端
の
力
を
持
っ
た
人
材
を
見
極

め
、
採
用
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

ま
た
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
と
い
う
事

業
は
、
人
々
が
汚
し
た
場
所
を
き
れ
い
に
す

る
と
い
う
行
為
で
あ
り
、
社
会
を
美
し
く
す

る
だ
け
で
な
く
、
従
業
員
一
人
ひ
と
り
が
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
徳
を
積
む
こ
と
に
も

繋
が
る
、
非
常
に
意
義
深
い
仕
事
で
す
。
個

人
の
レ
ベ
ル
で
見
て
も
、
掃
除
は
カ
ル
マ

（
業
）を
浄
化
す
る
最
良
の
方
法
の
一
つ
で
す
。

生
活
環
境
を
物
理
的
に
き
れ
い
に
す
る
こ
と

は
、
人
々
の
精
神
性
を
高
め
る
上
で
宗
教
以

上
の
力
を
持
つ
可
能
性
す
ら
あ
り
ま
す
。
企

業
の
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
、
ひ
い
て

は
国
土
全
体
を
き
れ
い
に
し
て
い
け
ば
、
日

本
の
民
度
が
高
ま
る
と
思
う
の
で
す
。

―　

会
社
の
多
く
の
社
員
が
「
社
長
が
感
情

的
に
な
ら
ず
ニ
コ
ニ
コ
と
笑
顔
で
い
る
こ
と

が
一
番
で
す
」
と
求
め
て
い
ま
す
。

　

正
し
い
生
活
目
標
の
設
定
〝
正
直
、
親
切
、

愉
快
に
〟
生
き
る
に
つ
い
て
お
考
え
を
お
聴

か
せ
く
だ
さ
い
。
―

　
「
正
直
、
親
切
、
愉
快
」
と
い
っ
た
正
し

い
生
活
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
は
、
素
晴
ら

し
い
こ
と
で
す
し
、
そ
れ
は
そ
れ
で
大
事
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
が
道

徳
律
と
な
り
、
金
科
玉
条（
き
ん
か
ぎ
ょ
く

じ
ょ
う
＝
守
る
べ
き
法
律
や
個
人
が
拠
り
所

と
な
る
絶
対
的
な
ル
ー
ル
と
い
う
意
味
）の

ご
と
く
自
分
を
縛
り
付
け
る
こ
と
に
な
っ
て

は
ダ
メ
な
の
で
す
。
多
く
の
日
本
人
は
、
幼

少
期
か
ら
の
学
校
教
育
に
よ
っ
て
、
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
「
真
面
目
症
候
群
」
と
い

う
病
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
与
え
ら
れ
た
枠

の
中
で
真
面
目
に
努
力
す
る
こ
と
は
美
徳
と

さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
そ
の
中
に
自
分
を
閉

じ
込
め
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

本
当
に
必
要
な
の
は
、
も
っ
と
自
由
に
、

常
識
破
り
の
生
き
方
を
す
る
こ
と
で
す
。
私

の
座
右
の
銘
は
、
一
休
さ
ん
が
残
し
た
「
仏

界
入
り
や
す
く
魔
界
入
り
が
た
し
」
と
い
う

言
葉
で
す
。
仏
界
と
は
、
既
存
の
価
値
観
の

中
で
真
面
目
に
努
力
し
、
評
価
さ
れ
る
世
界
。

真
面
目
症
候
群
の
世
界
で
す
。
そ
こ
に
入
る

の
は
比
較
的
容
易
で
す
。
し
か
し
、
新
し
い

価
値
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、
常
識
の
壁
を

突
き
破
り
、
誰
も
行
か
な
い
「
魔
界
」
へ
あ

え
て
飛
び
込
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
魔
界
に
飛
び
込
む
勇
気
を
持
っ
た
異
端

児
こ
そ
が
、
新
し
い
技
術
や
芸
術
、
思
想
を

生
み
出
す
の
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
目
指
す
べ
き
は
「
不
真
面

目
」
で
は
な
く
、「
非
真
面
目
」
な
生
き
方

で
す
。
こ
れ
は
心
理
学
者
の
河
合
隼
雄
先
生

の
言
葉
で
す
が
、
常
識
に
と
ら
わ
れ
た
真
面

目
さ
を
脱
却
し
、
も
っ
と
自
由
に
、
肩
の
力

を
抜
い
て
生
き
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
社

長
が
感
情
的
に
な
ら
ず
、
い
つ
も
笑
顔
で
い

る
こ
と
を
社
員
が
望
む
の
は
当
然
で
す
が
、

そ
れ
は
単
に
穏
や
か
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

常
識
の
枠
に
凝
り
固
ま
ら
な
い「
非
真
面
目
」

な
遊
び
心
や
余
裕
を
持
つ
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
社
員
全
員
が
魔
界
に
入
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
リ
ー
ダ
ー
が
そ
う
し
た

型
破
り
な
人
間
を
面
白
が
り
、
受
け
入
れ
る

度
量
を
持
つ
こ
と
で
、
組
織
は
活
性
化
し
、

新
た
な
成
長
の
可
能
性
が
拓
か
れ
る
の
で
す
。

―　

365
日
東
奔
西
走
さ
れ
て
真
理
を
追
究
し
、

4
“
正
直
、
親
切
、
愉
快
に
”
生
き
る

5
町
田
宗
鳳
先
生
と
知
里
さ
ん
の
夢
と

ビ
ジ
ョ
ン
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い

▲�宗鳳先生を支える奥様の知里さん、最高のコンビです! !
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新
し
い
宗
教
の
在
り
方
を
追
求
し
、
縁
あ
る

人
々
と
共
に
挑
戦
さ
れ
る
町
田
宗
鳳
先
生
と

知
里
さ
ん
の
未
来
に
向
け
た
大
き
な
夢
と
ビ

ジ
ョ
ン
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。
―

　

私
た
ち
の
目
下
の
目
標
は
、
御
殿
場
高
原

に
あ
る
「
あ
り
が
と
う
寺
」
を
、
緑
あ
ふ
れ

る「
緑
の
寺
」と
し
て
、そ
し
て
多
く
の
人
々

が
集
う
「
心
の
オ
ア
シ
ス
」
と
し
て
充
実
さ

せ
る
こ
と
で
す
。
特
定
の
思
想
を
説
く
場
所

で
は
な
く
、
様
々
な
人
が
自
己
表
現
で
き
る

「
心
の
マ
ル
シ
ェ
」
の
よ
う
な
、
誰
も
が
訪

れ
れ
ば
元
気
に
な
れ
る
楽
し
く
美
し
い
場
所

と
し
て
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
、
私
の
昔
か
ら
抱
い
て
き
た
思
い

は
、
新
し
い
宗
教
の
形
、
す
な
わ
ち
、
こ
れ

か
ら
台
頭
す
る
ア
ジ
ア
文
明
の
思
想
的
な
軸

を
定
義
づ
け
る
こ
と
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
文
明

に
は
そ
の
根
底
に
思
想
的
な
支
柱
が
存
在
し

ま
す
が
、
ア
ジ
ア
に
は
ま
だ
そ
れ
が
確
立
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

仏
教
、
神
道
、
儒
教
、
道
教
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
と
い
っ
た
多
様
な
宗
教
の
中
か
ら
最
大
公

約
数
と
な
る
普
遍
的
な
思
想
の
軸
を
見
つ
け

出
し
、
ア
ジ
ア
の
人
々
が
共
に
手
を
取
り
合

え
る
よ
う
な
大
黒
柱
を
打
ち
立
て
る
こ
と
。

そ
れ
が
、
禅
の
修
行
、
米
国
で
の
学
問
、
そ

し
て
世
界
中
を
巡
っ
て
得
た
知
見
を
持
つ
私

に
課
せ
ら
れ
た
最
終
的
な
使
命
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

妻
で
あ
る
知
里
は
、
そ
の
夢
の
実
現
を
全

力
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、「
あ
り
が

と
う
寺
」
を
誰
も
が
心
安
ら
げ
る
「
平
安
の

地
」
と
し
て
育
ん
で
い
く
こ
と
を
自
ら
の
役

割
と
し
て
い
ま
す
。

―　

社
内
報
の
読
者
に
力
と
勇
気
と
信
念
が

沸
き
上
が
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
致
し
ま

す
。
―

　

社
内
報
の
読
者
の
皆
様
へ
お
伝
え
し
た
い

の
は
、「
も
っ
と
非
真
面
目
に
生
き
よ
う
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
真
面
目
症
候
群
か
ら
脱

却
し
、
常
識
の
檻
を
取
り
払
え
ば
、
人
生
は

も
っ
と
楽
し
く
な
り
ま
す
。
人
生
が
楽
し
く

な
れ
ば
仕
事
も
楽
し
く
な
り
、
そ
れ
は
自
ず

と
会
社
の
業
績
に
も
繋
が
っ
て
い
く
は
ず
で

す
。

　

現
代
の
日
本
社
会
に
は
、
か
つ
て
の
祭
り

の
よ
う
に
、
人
々
が
内
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

爆
発
さ
せ
、
精
神
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め

の
「
ハ
レ
の
場
」
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
日

常
の
中
に
、
自
分
を
解
き
放
つ
時
間
と
空
間

を
意
識
的
に
作
り
出
す
こ
と
が
、
力
と
勇
気

と
信
念
を
持
っ
て
生
き
る
た
め
の
鍵
と
な
る

で
し
ょ
う
。

関
根　

今
度
「
あ
り
が
と
う
寺
」
に
う
ち
の

メ
ン
バ
ー
と
行
き
ま
す
よ
。

町
田
先
生　

ぜ
ひ
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
魔

界
踊
り
で
も
し
て
く
だ
さ
い
。

▲�町田宗鳳先生と知里さんを囲んで、中村天風財団山田真次理事長、メンタルコーチ西田明さんと共に生涯青春! !
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お客様こんにちは！
お客様店舗紹介シリーズ　第４回

埼玉キッコーマン様

埼玉業務部　マネージャー
　人見　綾

今回は清掃をお任せいただい
ております、埼玉キッコーマ
ン様を訪問させていただきました。
　「うちのごはん」の製造過程の動画視聴、
工場見学、そして調理実体験、試食と盛り
だくさんの内容で、同社の食の安全や労働
安全への取組みや、うちのごはんシリーズ
の美味しい食べ方など多岐に渡るお話をお
聴きしたことで、よりお客様への理解が深
まる時間となりました。
　皆さまもこのページを読んだ日の晩御飯
は…「うちのごはん」シリーズをぜひお試
しください! !

〒346-0035　埼玉県久喜市清久町43-1

埼玉キッコーマン株式会社
代表取締役社長　畑本修 様
Q1.商品開発でご苦労している点は
何ですか？

A.うちのごはんブランドは「手作りをさらにお
いしくすること」を大事にした価値提供を行って
います。そのために、ひとつひとつの商品に手料
理をおいしくする工夫を詰め込んでいます。お客
様がどのように作り、食べることが豊かな食に繋
がるかを徹底して考え、それを商品に具現化する
ことに、苦労を重ねています。
Q2.新商品開発はどの様に進めていますか？
A.お客様が求める食の価値はスピーディーに変
化しています。旬の野菜や価格の安定した食材な
どの「使用食材」、また、ターゲットごとに受容性
の見込める「味わい」へのフォーカスはもちろん、
火を使わない電子レンジ調理や、ほったらかし調
理などの「調理方法」も重視し、適切に組み合わ
せて開発しています。
Q3.「うちのごはんシリーズ」の強みは何ですか？
A.「手作りをさらにおいしくする工夫が詰まっ
ていること」です。具入りのそうざいの素なので、
なるべく少ない食材で満足度が上がる仕上がりを
可能にしています。例えば、キャベツやもやしな
ど水分の出やすい野菜を使う商品は、水分を抑え
て野菜がシャキッと仕上がる特許技術を採用して
います。

お話を伺いました！

「うちのごはんシリーズ」人気商品

　　キャベツのガリバタ醤油炒め

　　なすの肉みそ炒め

　　もやしのにんにく醤油

総務部　部長　植村　嘉文 様
　暑い日が続く中、毎日の清掃や設備点
検を丁寧に対応いただき本当にありがと
うございます。

　皆さんのおかげで快適な環境が保たれています。
お忙しい中とは思いますが、どうか体調には十分お
気をつけください。

総務部　中川　百々子 様
　開設から10年が経った今も、外部の
方から「きれいな工場ですね」とお褒め
いただくことが多くあります。

　これは、SNB清掃スタッフの皆様の日々の丁寧
な清掃のお陰です。心より感謝申し上げます。

特許技術の「シャキッと製法」で手作りをよりおいしく! !

▶
埼
玉
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
で
作
ら
れ
て
い
る
う
ち
の
ご
は
ん
は
25
種
類
! !

▲�「うちのごはん」の可愛いキャラクターの前で。埼玉業務マネージャー
の皆さん。
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埼玉業務部　浦澤　貴子
　今回埼玉キッコーマン様のうちのごはんシ
リーズの商品をご紹介、ご試食させていただ
き、美味しくてビックリ！早速買って帰りそ
の日の夕飯になりました（笑）。
　添加物が入っていない事にも驚きで、これ
からは良き食卓のパートナーとしてお付き合
いしていきたいと思っています！
――――――――――――――――――――――
埼玉業務部　石川　颯大
　工場を見学し、商品の製造過程や品質への
こだわりを体感出来ました。現場の工夫や技
術を知り、普段使う商品の背景への理解が深
まりました。
――――――――――――――――――――――
埼玉業務部　中山　実智人
　製造工程の見学を通して、御社の徹底した
食品管理と品質へのこだわりに感銘を受けま
した。
　調理体験も貴重で、混ぜご飯をはじめとす
る料理も大変美味しかったです。
　素晴らしい機会をありがとうございました。

▲�本日は貴重な体験、お話しをありがとうございました！
　�これからも埼玉キッコーマン様が安心してお仕事ができるような

環境づくりのお手伝いをさせていただきます。畑本社長、植村様、
中川様と埼玉業務部のメンバーで生涯青春! !

▲�動画視聴と会社概要のご説明
　�「うちのごはん」ができるまでの製造過程を

ご説明していただきました。

▲�みんなの視線の向こう側では工場内作業が行われ
ています。植村様の説明にも興味津々。

▼�料理初心者の33期生中山・石川両マネージャーが調理に挑戦！

▲▶
試食はお任せくださ
い。国藤部長＆塩崎
マネージャー。

▲�左：石川マネージャー　
　右：中山マネージャー

▲�二人を後ろから見守る人見
マネージャー。

▲�手を出さずにはいられない
浦澤マネージャー。

▼�「頑張るぞ～！」
　�埼玉キッコーマンの中川様

と一緒にガッツポーズ！

◀
ず
ら
り
と
並
ぶ
、
試
食

の
数
々
！

　

ど
れ
も
美
味
し
そ
う
♪
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照井　洋輔（てるい ようすけ）
（開発営業部・1999年入社）

髙橋　圭佑（たかはし けいすけ）
（DX推進部・2020年入社）

社 員 紹 介 Vol.7

Q.プライベートについて語って！
個人の飲食店を妻とめぐること。そこには必ず常連客がいて、店主
や常連との会話は最高の酒の肴です。昨年から一人トレッキングに
ハマっています。木々のざわめき、せせらぎの音、鳥の声、葉や土
を踏みしめる自らの歩行音と呼吸音。機械音が全くしない世界は自
らを「無」の境地に誘ってくれてハマっています。
Q.部下から見た照井さんってどんな人？
業務では的確にご指導くださり、飲み会では気さくな一面も垣間見え、そのギャップが魅力満点です。

（服部）
飲み会でワインをジョッキで豪快に飲んでいらっしゃって驚きました！（小嶋）

Q.マイブームについて語って！
2024年２月に第１子の柊（しゅう）が誕生し、すくすくと成長をして
いる姿を見ていることが１番の楽しみです。目がクリクリで誰もが目
を奪われていくような完璧で究極のアイドル並みのルックスです！妻
が第２子を妊娠中のため、今後もスター誕生に要注目です！

Q.同僚の 田純さんから見た髙橋さんってどんな人？
同い年であり配属も同期ですが、頼れる兄貴や先輩のように頼もしい
存在です。同い年の息子を持つ父同士、一緒に頑張りましょう！

Q.仕事内容は？
彩の国マルシェのマネジメントにより、そこから民間
はもちろんのこと公共施設の新規営業波及をしていま
す。また、警備保安も担当しています
Q.仕事をする上でのこだわりは？
とにかく人と会い、人と話し、生の情報をつかむこと
（感じ取ること）。

Q.仕事内容は？
清掃ロボットが安全かつ問題なく運行できるようみま
もりサポート業務を行っています。
また、不具合が起きた際は現場と連携し、改善に努め
ています。
Q.仕事をする上でのこだわりは？
各ロボットに対する操作技術は誰よりも持っています。
日々安全に動かすことが出来るよう、定期的に遠隔復
旧やマップ修正を
行っています。

▶
経営方針を従業員に伝え
ます。社員研修会にて。

▶
日々監視をしてい
ます。

▲「無」の境地を満喫しています！
　一人トレッキング

◀
目
に
入
れ
て
も
痛
く
な
い
と
は
こ
の
こ
と
か

…
親
ば
か
で
す（
笑
）
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中山　耀太（なかやま ようた）
（横浜支店・2016年入社）

松延　慧（まつのべ さとし）
（ファシリティ事業部・2017年入社）

Q.趣味orプライベートorマイブームについて語って！
最近は妻と一緒に北海道日本ハムファイターズを応援
しています! ! 今年もエスコンフィールドに観戦に
行ってきます！

あとは昔から戦国武将が好きなので、お城巡りをたま
にしています! !
Q.後輩のお二人から見た中山さんってどんな人？
根暗な性格ですが、距離を縮めれば笑ってくれます。
笑顔を作ってあげて下さい。笑（山下駿）
まだまだ若手の支店長です。育成中につき、優しく見
守ってあげて下さい。（齊藤利旺）

Q.趣味orプライベートorマイブームについて語って！
・映画・ドラマの視聴：Fallout（シーズン１）
　　非常に良かったのでお勧めです。
　　�シーズン２も間もなく始まるので、興味がある方は
是非！

Q.後輩の毛塚さんから見た松延主任ってどんな人？
最初は硬い方という印象でしたが、業務を共に行ううち
に、柔軟な対応をすぐに導き出すスマートな人なのだと思いました！また仕事中からは想像しづらい
おっちょこちょいな面があるのもびっくりしました（毛塚）

Q.仕事内容は？
神奈川エリアを中心に清掃・設備・ロボットなどの対
応をしております。支店長1年目として若いメンバー
と一緒にお客様へ最適なサービス提供ができるよう取
り組んでいます。
Q.仕事をする上でのこだわりは？
自分に負けないこと。（克己心を持つ）
自分が大丈夫と思っても、相手は困っているかもしれ
ない。だから今日の仕事は今日やる。

Q.仕事内容は？
現在は設備管理業務を主としています。
現場に常駐してお客様の施設と設備の適切な維持管理
に努めています。
Q.仕事をする上でのこだわりは？
現場に関わる方が困らないように、不具合対応や小修
繕など、細かいことでも記録を残すようにしています。

▶
質向上会議でメンバー
の意見を聞いている。

▶
完全防備であしなが
バチを駆除！

▼SF系の海外ドラマにハマっています！

SNBファミリー

▶
姫路城！上手に撮れま
した! !

◀
観戦したときの写真！
勝ちました! !
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　102号からスタートした社員紹介のページ。ご存知でしょうか？毎号４名
の従業員に登場していただいています。登場していただく方の部署や年齢は
様々。もしかしたらこのページで初めて知る人がいるかもしれない⁉普段な
かなか接することはないけれど、このページがSNBファミリーの親睦を深め
るきっかけになってくれたら嬉しいです。次号以降に指名された方はよろし
くお願いします！！� （Ｅ.O.）

編集後記

見沼区ロードサポート野村不動産パートナーズ様
野村不動産アメニティサービス様 ご来社

2025年７月23日（水） 2025年６月19日（木）

永年勤続
表彰

彩の国マルシェ 埼玉スタジアム初開催! ! 2025年７月21日（祝）

　スタンドをのぞめる開放的な会場で、風が吹き抜けるとても
気持ちの良い空間でマルシェを開催しました。

松下設計様 ご来社 2025年６月20日（金）

　埼玉県を代表する設計事務所 松下設計の松下社長様と野田
部長様を囲んで生涯青春! ! 地域社会の課題解決に協業します。

　熱血漢の問田和宏社長様と熱誠溢れる遠藤郷史社長様を
囲んで生涯青春! ! 新たな価値創造に共に挑戦します。

角上魚類ホールディングス様
ピーアンドディコンサルティング様 ご来社

2025年６月25日（水）

　日本一の魚屋 角上魚類様と、豊かな地域の創造・発展に
寄与するP&Dグループ様と共に生涯青春! !

　JR東大宮駅西口駅前通り花壇を通じて花と
緑に包まれた街づくりを目指します。


